
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高野山奥の院御廟橋、(御廟橋から聖域です撮影、飲食、喫煙、スマホ禁止) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                             第 26番南龍寺の山門「薬医門」構造図 

 

 



 

 
あけぼの山農業公園 ４月上旬のチューリップ畑 

  夜明けのオランダ風車とメタセコイア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
放浪の画家山下清が滞在して残した我孫子駅絵の駅弁包装紙 

新大利根橋から常総線戸頭駅までの案内地図 

●守谷駅行バス停、34 番から徒歩 10 分 

   12:41、13:16、13:51 守谷駅入口下車 

   つくば TX、流山、東京浦和方面 

赤線：常総線戸頭駅、徒歩 20 分 

   13:05、13:25、13:43 取手行乗車 



 1 / 14 

 

新
四
国
相
馬
霊
場
八
十
八
ヶ
所
巡
り 

 

取
手
と
久
寺
家
と
本
願
寺 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
J
R

常
磐
線
我
孫
子
駅
北
口
集
合 

「
久
寺
家(

く
じ
け)
」
地
名 

 

茨
城
県
取
手
市
新
取
手
に
は
、
千
葉
県
我
孫
子
市
久
寺
家

の
地
名
に
関
わ
る
郷
土
史
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

桔
梗
御
前
の
館
と
言
わ
れ
る
平
將
門
の
愛
妾
伝
説
の
地
に
、

岡
神
社
が
あ
り
ま
す
。
大
日
山
古
墳
跡
地
で
あ
る
岡
の
台
地

の
向
い
側
、
新
取
手
５
丁
目
谷
地
の
旧
大
山
に
は
、
平
將
門

の
臣
、
久
寺
豊
後
守
大
炊(

お
お
い)

左
馬
之
助
主
の
大
山
城
が

あ
り
、
城
主
は
二
人
居
り
豊
後
守
と
弟
丹
後
守
で
し
た
。 

二
人
の
城
主
は
、
平
將
門
の
戦
死
を
聞
く
や
、
急
い
で
大

山
の
砦
を
離
れ
我
孫
子
の
地
に
逃
れ
、
兄
豊
後
守
は
、
人
の

住
ま
ぬ
荒
れ
山
で
狐
や
狸
が
い
た
か
も
知
れ
な
い
、
広
大
な

舌
状
台
地
の
先
で
、
西
方
を
除
け
ば
周
囲
は
低
湿
地
に
囲
ま

れ
、
容
易
に
は
人
が
近
づ
か
ぬ
土
地
で
あ
っ
た
処
に
居
を
構

え
ま
し
た
。 

 

こ
ん
な
土
地
柄
だ
か
ら
、
將
門
を
討
っ
た
後
の
残
党
狩
が

き
び
し
い
中
で
、
久
寺
兄
弟
は
か
く
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。
柏
市
史
改
訂
増
補
富
勢
村
誌
に
次
の
様
に
あ
り
。 

『
伝
へ
言
ふ 

平
將
門
の
臣
久
寺
家
儀
元
な
る
も
の
あ
り
。 

主
人
没
落
後
、
所
々
方
々
流
浪
し
た
る
未
当
地
に
来
り
、
草

庵
を
作
り
民
の
業
を
習
ふ
。
当
時
此
の
辺
は
草
村
に
て
、
田

畑
更
に
無
之
、
東
南
北
は
泥
海
に
し
て…

(

中
略)…

追
々
野

武
士
共
集
り
て
民
家
四
五
軒
に
な
り
き
。 

依
て
土
地
を
久
寺
家
と
称
す
伝
々
』 

と
あ
り
ま
す
。 

 

名
前
が
「
久
寺
家
儀
元
」
と
武
士
名
の
左
馬
之
助
と
の
違

い
が
あ
り
、
農
民
へ
帰
農
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
久
寺
家
と
い
う
村
名
が
家
名
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
す
。
現
在
久
寺
豊
後
家
系
は
大
炊
と
名
乗
っ
て
い
ま
す
。 

更
に
、
居
住
地
の
近
く
に
産
土
神
の
鷲
神
社
が
あ
り
ま
す
。 

「
お
お
と
り
」
で
は
無
く
「
わ
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
隣
接
す
る
、
箱
根
マ
ラ
ソ
ン
で
有
名
な
中
央
学
院

大
学
の
鎮
守
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

弟
の
丹
後
は
野
武
士
と
な
り
往
来
の
旅
人
に
追
剥(

お
い
は

ぎ)

を
し
て
い
た
と
い
う
。
恐
ら
く
生
活
の
た
め
の
苦
し
ま
ぎ

れ
の
所
業
で
は
な
か
っ
た
か
。
し
か
し
丹
後
は
す
ぐ
に
悔
い

改
め
、
農
業
を
営
ん
で
生
計
を
立
て
直
し
ま
し
た
。 

 

弟
の
丹
後
は
、
柴
崎
村
に
住
み
、
大
井
氏
を
名
乗
っ
て
柴

崎
東
源
寺
門
前
に
居
住
し
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

我
孫
子
市
柴
崎
の
大
井
家
に
は
、
將
門
に
関
す
る
天
慶(

て

ん
ぎ
ょ
う)

三
年(9

4
0
)

の
位
牌
と
遺
物
頸
天
神(

く
び
て
ん
じ

ん)

が
あ
る
と
伝
わ
り
ま
す
。 

「
頸(

く
び)

」
は
喉(

の
ど)

に
当
た
り
、
頸
と
い
う
漢
字
は
、

鶏
の
長
い
首
を
連
想
す
る
が
、
頸
の
字
に
は
「
陰
根(

い
ん
こ

ん)

」
じ
み
た
根
の
深
い
淫
靡(

い
ん
び)

な
伝
説
を
通
し
て
、
現

代
で
も
通
じ
る
人
生
の
陰
陽
の
繰
り
返
し
を
意
味
し
て
い
る

と
い
い
ま
す
。
首
切
り
＝
解
雇
等
は
命
に
関
る
。 

 

◆ 

平
將
門
の
首
伝
説
、「
頸
」 

京
都
四
条
通
西
洞
院
東
入
ル
に
、
民
家
に
埋
も
れ
る
よ
う

に
京
都
神
田
神
宮
の
小
さ
な
祠
が
あ
り
「
天
慶
年
間
平
將
門

ノ
首
ヲ
晒(

さ
ら)

し
た
所
也
」
と
あ
り
ま
す
。
将
門
の
首
は
此

処
七
条
河
原
に
さ
ら
さ
れ
た
が
、
何
か
月
た
っ
て
も
眼
は
見

開
き
歯
ぎ
し
り
顔
の
様
だ
っ
た
と
云
い
ま
す
。 

あ
る
歌
人
が
「
米
か
み
を
射
抜
ぬ
く
は
俵
藤
太
が
謀
に
て
」

と
詠
む
と
、
將
門
の
首
は
笑
い
突
然
地
面
が
轟
き
稲
妻
が
鳴

り
、
首
は
「
躯(

か
ら
だ)

つ
け
て
一
戦(

い
く)

さ
せ
ん
。
俺
の
胴

は
ど
こ
だ
」
と
言
っ
た
。
声
は
毎
夜
響
き
、
あ
る
夜
、
首
は

胴
体
を
求
め
白
光
を
放
っ
て
東
方
へ
飛
び
去
っ
た
と
云
う
。 

 

東
京
大
手
門
の
首
塚
や
筑
土
社
、
神
田
明
神
、
御
首
社
等 

將
門
の
首
伝
説
は
あ
ち
こ
ち
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

新
取
手
の
大
山
城
跡
地
居
住
の
主
は
「
風
と
雲
と
虹
と
」

のN
H

K

の
当
時
の
取
材
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
、
大
山
に

も
將
門
井
戸
が
あ
り
今
で
も
門
松
は
飾
ら
な
い
と
か
鯉
の
ぼ

り
は
立
て
な
い
と
か
の
風
習
が
残
っ
て
い
た
が
、
現
在
で
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

打
始 

 

第
八
十
四
番
、
明
王
山
宝
蔵
寺
、
真
言
宗
豊
山
派 

ご
本
尊
、
延
命
地
蔵
菩
薩
。 

移
し
寺
、
香
川
県
高
松
市
の
南
面
山
屋
島
寺 

御
詠
歌
、
あ
ず
さ
弓 

屋
島
の
宮
に
も
う
で
つ
つ 

 
 
 
 
 
 

い
の
り
を
か
け
て 

い
さ
む
も
の
の
ふ 

 

観
覚
光
音
禅
師
は
、
久
寺
家
の
丘
は
香
川
県
の
屋
島
に
似

て
い
る
と
言
わ
れ
八
十
四
番
を
宝
蔵
寺
に
写
し
ま
し
た
。 

寺
伝
に
よ
る
と
宝
蔵
寺
は
元
和(

げ
ん
な)

三
年(1

6
1
7
)

の

創
建
で
あ
り
元
は
地
蔵
堂
で
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

宝
蔵
寺
は
、
先
に
説
明
し
ま
し
た
が
久
寺
家
城
跡
の
一
画

で
城
主
は
久
寺
家
儀
元
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

鎌
倉
時
代
後
期
に
は
小
金
井
城
の
高
城
氏
千
葉
家
配
下
で

我
孫
子
城
主
、
我
孫
子
左
衛
門
但
馬
守
に
属
し
て
い
た
と
云

わ
れ
て
い
ま
す
。 

境
内
に
は
籠
堂(

こ
も
り
堂)

と
そ
の
奥
に
大
師
堂
が
あ
り

ま
す
。
籠
堂
で
は
か
つ
て
念
仏
が
営
ま
れ
て
い
ま
し
た
、 

2
0
0
5

年
の
巡
る
会
の
お
遍
路
で
は
、
御
詠
歌
の
譜
面
が
飾
ら
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れ
て
い
ま
し
た
。 

 
山
門
前
の
道
を
利
根
川
方
面
に
中
央
学
院
大
学
正
門
有
。 

 

久
寺
家
の
本
願
寺
山 

 

久
寺
家
台
地
の
北
側
に
は
利
根
川
が
流
れ
、
広
大
な
田
畑

が
広
が
り
ま
す
。
こ
の
田
畑
と
河
川
は
土
手
で
仕
切
ら
れ
て

い
て
「
田
中
遊
水
池
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

渡
良
瀬
遊
水
池
は
、
ご
存
知
の
方
も
多
い
の
で
す
が
、
河

川
の
増
水
時
に
一
時
的
に
水
量
調
整
の
為
の
溜
池
で
、
昭
和

35
年
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
田
中
遊
水
池
も
同
様
で
す
。 

 

利
根
川
対
岸
に
も
有
り
「
稲
戸
井
遊
水
池
」
と
い
い
ま
す
。 

 

田
中
遊
水
池
が
出
来
る
以
前
に
は
、
本
願
寺
沼
と
い
う
葦

原
の
沼
が
広
が
り
、
白
鳥
や
鴨
な
ど
の
水
鳥
の
生
息
池
で
し

た
。
徳
川
慶
喜
や
勝
海
舟
等
が
晩
年
狩
り
に
来
て
い
た
様
で

す
。
戦
後
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
等
に
も
知
ら
れ
、
乱
獲
で
激
減
し
白
鳥

等
大
型
水
鳥
の
姿
を
見
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
か…

。 

 

現
在
、
我
孫
子
市
営
バ
ス
布
施
ル
ー
ト
の
終
着
停
「
布
施

回
転
広
場
」
は
此
の
田
中
遊
水
池
の
南
端
に
位
置
し
て
お
り

向
か
い
側
の
山
林
が
本
願
寺
山
に
な
り
ま
す
。 

 

実
は
此
の
広
場
が
須
賀
本
願
寺
跡
で
あ
り
、
後
に
取
手
青

柳
本
願
寺
の
地
へ
檀
家
の
成
島
家
と
と
も
に
引
っ
越
し
た
と

云
う
口
伝(

く
で
ん)

が
富
勢
町
史
に
あ
り
ま
す
。 

 

昭
和
時
代
迄
、
此
の
辺
り
の
子
供
達
は
、
こ
の
広
場
で
板

碑
や
石
仏
を
探
し
て
南
禅
寺
に
持
っ
て
い
く
と
、
お
小
遣
い

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

和
田
沼
の
雁
と
勝
海
舟 

 

雁
は
食
用
と
し
て
江
戸
時
代
よ
り
使
わ
れ
て
い
た
様
で
、

最
盛
期
は
明
治
七
年
頃
、
当
時
雁
の
飛
来
地
と
し
て
、
和
田

沼
と
岐
阜
県
養
老
郡
の
下
池
共
同
狩
場
は
有
名
で
し
た
。 

 

場
所
は
柏
斉
場
下
か
ら
新
大
利
根
橋
の
第
２
堤
防
辺
り
の

湖
沼
の
集
ま
り
で
か
な
り
広
か
っ
た
様
子
で
す
。 

 

明
治
中
期
頃
の
雁
は
六
十
～
七
十
銭
、
鴨
が
四
十
五
銭
、

鶴
が
三
円
で
卸
し
て
い
た
と
い
う
。
明
治
15
年(

1882)

、
火

消
大
名
有
馬
侯(

あ
り
ま
こ
う)

は
一
狩
場
を
請
負
、
宮
内
省
西

園
寺
公
、
徳
川
慶
喜
、
奥
平
伯
爵
を
狩
猟
に
招
い
て
い
る
。 

利
根
運
河
開
削
が
始
ま
る
頃
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
勝
海
舟

も
狩
に
来
て
お
り
、
廣
瀬
誠
一
郎
は
勝
を
案
内
し
た
様
子
が

伺
え
る
。
ま
た
勝
海
舟
の
手
記
に
は
「
利
根
川
に
は
多
く
の

キ
リ
ッ
プ(

波
を
打
ち
消
す
河
川
の
工
事
手
法
の
ひ
と
つ)

が

見
ら
れ
た
」
と
あ
り
ま
す
。 

 

下
高
井
の
廣
瀬
家
に
は
、
勝
海
舟
書
が
飾
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水
の
道 

サ
シ
バ
の
道 

よ
り 

 
取
手
青
柳(

あ
お
や
な
ぎ)

本
願
寺
の
元
寺
須
賀
本
願
寺 

 

取
手
市
史
社
寺
編
に
は
、
応
永
三
年(

1396
)

光
明
山
伝
教

院
本
願
寺
は
、
浄
土
宗
鎮
西
派
知
恩
院
末
了
誉
聖
囧(

り
ょ
う

よ
せ
い
げ
い)

創
立
と
あ
り
ま
す
。 

 

浄
土
宗
と
浄
土
真
宗
の
歴
史
的
な
違
い
を
理
解
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
解
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。 

 

浄
土
宗
は
、
法
然
に
よ
り
専
修
念
仏
が
生
ま
れ
た
、
安
元

元
年(1

1
7
5
)

比
叡
山
を
下
り
て
か
ら
、
法
然
念
仏
が
始
ま
る
。 

 
 

念
仏
は
既
に
空
也
、
一
遍
、
源
信
等
に
よ
っ
て
一
般
化
し
全

国
に
広
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
法
然
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
声
高
く
称
え
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
人
々
が
救
わ
れ
る

と
い
う
自
力
念
仏(

じ
り
き
ね
ん
ぶ
つ)

の
道
で
し
た
。 

承
安
五
年(1

1
7
5
)

上
人
43
歳
の
春
「
浄
土
宗
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
本
山
は
京
都
知
恩
院
に
な
り
ま
す
。 

 

更
に
徳
川
家
康
に
よ
り
、
芝
増
上
寺
を
菩
提
寺
と
さ
れ
た

為
、
浄
土
宗
は
規
模
を
拡
大
し
て
現
在
に
至
り
ま
す
。 

取
手
の
青
柳
本
願
寺
は
、
こ
の
浄
土
宗
鎮
西
派
に
属
す
る
。 

 

法
然
の
跡
継
ぎ
が
親
鸞
で
す
が
、
浄
土
真
宗
を
開
き
ま
す
。 

 

京
都
西
本
願
寺
は
文
永
九
年(1

2
7
2
)

親
鸞
に
よ
り
本
廟
と

さ
れ
ま
す
。
法
然
の
教
義
と
の
違
い
は
、
誰
で
も
極
楽
浄
土

に
行
く
こ
と
が
約
束
さ
れ
、
ま
た
、
他
力
で
あ
る
阿
弥
陀
仏

の
救
い
に
委
ね
る
こ
と
で
往
生
で
き
る
と
す
る
「
他
力
念
仏
」

で
浄
土
真
宗(

真
宗)

を
開
宗
し
て
い
ま
す
。 

蓮
如
の
布
教
に
て
越
前
国
吉
崎
御
坊
か
ら
広
ま
る
浄
土
宗

は
、
後
の
真
宗
大
谷
派
が
主
流
と
な
り
、
更
に
慶
長
七
年

(1
6
0
2
)

に
京
都
山
科
東
本
願
寺
を
本
山
と
し
た
歴
史
へ
と
継

が
れ
ま
す
。
明
治
以
降
、
特
に
浄
土
真
宗
派
に
関
す
る
歴
史

は
、
本
願
寺
に
よ
っ
て
真
実
が
伏
せ
ら
れ
、
親
鸞
の
研
究
な

ど
は
東
洋
哲
学
者
梅
原
猛
等
に
よ
っ
て
再
考
さ
れ
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
は
寺
社
が
規
制
さ
れ
た
時
代
、
だ
が
浄
土
宗
は

徳
川
家
と
の
縁
に
よ
り
仏
閣
は
増
え
た
様
で
す
。 

 

一
．
応
永
三
年(1396)

時
代
の
青
柳
風
景 

 

南
北
朝
の
時
代
、
果
た
し
て
取
手
青
柳
に
住
居
を
建
て
て 

 

住
め
る
よ
う
な
地
形
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

現
在
で
こ
そ
河
川
整
備
に
よ
り
居
住
地
と
な
っ
た
が
、 

將
門
の
時
代
か
ら
こ
の
辺
り
｜
帯
で
の
農
業
は
垣
内(

か
い

と)

と
言
っ
て
、
小
石
で
囲
ん
だ
小
さ
な
田
畑
で
輪
住
堤
防
の

よ
う
な
も
の
を
造
っ
て
営
ま
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
事
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
井
野
、
台
宿
、
大
鹿
、
寺
田
、
稲
と
い
っ
た

所
が
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
湖
沼
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
な
地
勢
で

あ
っ
た
と
想
像
し
て
い
た
だ
い
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
目
の
前
に
は
「
藺
沼(

い
ぬ
ま)

」
と
香
取
海
が
荒
涼
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と
広
が
っ
て
い
る
地
形
で
し
た
。
現
在
よ
り
水
面
の
位
置
が

高
か
っ
た
の
で
、
泥
地
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 
こ
の
様
な
地
に
寺
社
を
建
て
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。 

 

二
．
青
柳
本
願
寺
を
開
山
し
た
聖
囧 

 

聖
囧
は
暦
応
四
年(1

3
4
1

）
常
陸
岩
瀬
で
生
誕
、
父
親
は
佐

竹
氏
の
重
臣
白
石
義
忠(
早
く
に
戦
死)

母
に
よ
っ
て
佐
竹
氏

の
檀
那
寺
で
あ
る
瓜
連(

う
り
づ
ら)

の
常
福
寺
住
職
了
実(

り

ょ
う
じ
つ
、
嘉
元
元
年(1

3
0
3
)

～
至
徳
三
年(1

3
8
6
)

十
一
月
三

日
、
盛
蓮
社
成
阿
、
浄
土
宗
六
祖)

に
預
け
ら
れ
ま
す
。 

早
く
に
了
実
の
勧
め
で
各
所
修
学
の
旅
に
出
さ
れ
ま
す
。 

 

13
年
間
遊
行
修
学
し
、
立
派
な
僧
侶
に
な
っ
て
帰
国
し
ま

す
と
、
了
実
は
常
福
寺
を
聖
囧
に
後
継
し
ま
す
が
、
そ
れ
か

ら
も
常
福
寺
に
落
ち
着
く
の
で
は
な
く
、
各
所
遊
行
を
続
け
、

豊
岡
水
海
道
に
法
性
寺
を
創
建
し
ま
し
た
。 

足
繁
く
北
相
馬
の
横
曽
根
談
場
に
通
っ
て
弟
子
た
ち
に
、

法
然
浄
土
教
の
本
義
や
法
門
を
説
き
、
白
旗
派
の
門
弟
た
ち

の
養
成
に
あ
た
る
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。 

 

猿
島
に
常
繁
寺
開
基
、
至
徳
二
年(1

3
8
5
)

下
総
の
千
葉
氏

胤(

う
じ
た
ね)

の
招
き
で
教
義
を
説
き
に
出
向
い
た
と
き
、
氏

胤
の
子
徳
寿
丸
は
感
銘
を
う
け
、
こ
れ
ま
で
信
仰
し
て
き
た

真
言
宗
を
浄
土
宗
に
改
宗
し
て
聖
囧
の
弟
子
と
な
り
ま
す
。 

 

聖
囧
の
足
跡
の|

つ
は
こ
の
聖
聡(

し
ょ
う
そ
う
、
正
平
21
年

/

貞
治
５
年
７
月
10
日(1
3
6
6
/8

/1
6
)

～
永
享
12
年
７
月
18
日

(1
4
4
0
/8

/1
5
))

を
大
き
く
育
て
た
こ
と
で
す
。
白
旗
派
の
本
義

と
正
脈
を
説
く
聖
囧
と
共
に
、
教
団
の
規
律
を
整
え
、
法
然

上
人
後
の
多
岐
に
分
散
し
て
い
る
分
派
の
収
れ
ん
や
教
化
布

教
活
動
に
カ
を
入
れ
、
聖
囧
の
力
を
借
り
な
が
ら
も
江
府(

え

ぶ
、
江
戸
市
中)

貝
塚
に
明
徳
四
年(1

3
9
3
)

増
上
寺
を
開
山
し

ま
し
た
。 

 

聖
囧
さ
ん
の
行
動
エ
リ
ア
を
追
跡
し
て
み
ま
す
と
、
常
福

寺
か
ら
江
府
、
相
模
へ
の
ぼ
る
道
は
、
官
途(

公
道)

常
陸
か
ら

の
道
は
、
大
体
が
津
頭(

つ
が
し
ら
、
渡
し
場)

な
の
で
、
目
の

前
の
藺
沼(

い
ぬ
ま)

を
渡
っ
て
布
施
、
根
戸
、
手
賀
沼(

渡
舟)

、

大
津
川
、
沼
南
大
井(

塚
崎
、
大
島
田
）
、
松
戸
、
下
総
国
府
、

墨
田
の
須
田
、
大
井
、
沼
部
、
菊
名
、
鎌
倉
の
道
を
歩
い
た
。

布
施
を
除
き
、
古
代
東
海
道(

鎌
倉
古
道)

で
す
。 

 

し
か
し
こ
の
古
道
は
海
岸
に
近
＜
あ
ま
り
足
場
が
良
＜
な

く
、
聖
囧
さ
ん
も
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

応
永
三
年(13
96)

、「
茨
城
県
史
」
井
野
三
輪
台
を
仏
縁
の

地
と
見
て
光
明
山
本
願
寺
を
創
建
、「
本
願
寺
史
」
三
輪
台
に

上
っ
て
地
形
を
相
し
｜
寺
を
建
立
し
ま
す
。
聖
囧
五
十
六
歳
、

茨
城
県
史
で
は
「
井
野
三
輪
台
」
と
井
野
地
名
が
記
さ
れ
て

い
る
が
、
井
野
で
は
な
く
、
古
道
諏
訪
街
道(

戸
頭
～
豊
四
季

～
流
山)

筋
で
あ
る
布
施
弁
天
山
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

こ
の
当
時
、
利
根
川(

当
時
は
常
陸
川
や
中
川)

を
渡
る
に

は
、
七
里
ケ
渡
し
し
か
無
い
の
で
、
布
施
弁
天
山(

亀
甲
山)

か

上
記
ル
ー
ト
上
の
意
部
山(

お
ぶ
さ
ん
、
青
山)

と
考
え
ら
れ
る

高
台
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
意
部
＝
於
賦
。 

 

三
輪
台
と
い
う
場
所
か
ら
本
願
寺
の
適
地
を
望
み
、
土
谷

津
の
山
に
開
基
創
建
を
決
め
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

三
．
本
願
寺
と
い
う
地
名
が
所
在
を
立
証
す
る
。 

「
我
孫
子
市
史
」
資
料
近
世
篇
Ｉ
に
は
、「
三
十
五
番
字
本
願

寺
」・「
三
十
六
番
字
本
願
寺
外
」・「
三
十
七
番
字
本
願
寺
沖
」

が
あ
り
ま
す
。 

 

柏
市
史
の
「
本
願
寺
川
洲
」
と
あ
る
が
之
は
、
弁
天
下
・

布
施
下
を
流
れ
る
農
業
用
水
路
の
上
に
あ
る
台
地
に
沿
っ
た

湿
地
帯
、
こ
れ
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、「
三
十
五
番
字

本
願
寺
」「
三
十
六
番
字
本
願
寺
外
」
「
三
十
七
番
字
本
願
寺

沖
」
は
、
こ
の
台
地
の
裾
の
縁(

へ
り)

を
い
い
ま
す
。
俗
に
、

川
洲
の
こ
と
は
洲
河
、
須
珂
、
須
賀
な
ど
と
い
い
ま
す
。 

 

「
柏
市
史
」
資
料
四
寛
保
三
年
下
総
国
相
馬
郡
布
施
村
流

作
場
新
田
検
地
の
項1

5
7

頁
外
の
項
に
、《
本
願
寺
川
洲
、
三

ツ
井
戸
方
、
サ
イ
メ
ン
沼
、
和
田
沼
、(

中
略)

此
処
で
い
う
川

洲
は
、
洲
河
・
洲
此
・
須
賀
と
い
う
》
、《「
仮
名
草
子
」
東
海

道
名
所
記
》
東
国
の
俗
語
に
沙
の
集
ま
り
で
小
高
き
を
須
賀

と
謂
う
也
》 

 

四
．「
柏
市
史
」
資
料
編
富
勢
村
誌1

52

頁
の
雑
項
。 

 

口
伝
。
土
谷
津
に
往
古
本
願
寺
て
ふ
一
刹
あ
り
、
嘉
永

三
寅
年
同
じ
下
総
な
る
青
柳
村
に
引
き
越
し
け
る
が
、
船

に
て
七
里
ノ
渡
を
渡
る
と
き
、
本
願
寺
沖
に
て
釜
を
落
と

し
け
る
云
々
。
此
の
名
だ
た
る
荒
所
に
て
底
も
得
知
ら
ぬ

所
な
り
。
夫
よ
り
取
手
の
方
へ
出
で
け
る
な
り 

と
あ
り

ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
で
嘉
永
三
寅
年
と
あ
り
ま
す
が
、
嘉
永

は
七
年(

甲
寅)

で
す
が
改
元
し
て
お
り
ま
し
て
、
安
政
元
年

で
す
の
で
、
恐
ら
く
こ
れ
は
寛
永
三
丙
寅(1

6
2
6

年
ひ
の
え

と
ら)

の
聴
き
違
い
か
、
印
刷
の
誤
植
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
谷
津
の
飯
田
氏
に
よ
る
口
伝
で
は
、
本
願
寺
が

青
柳
に
移
る
際
、
檀
家
で
も
あ
っ
た
成
島
家
が
同
行
し
て
移

住
さ
れ
た
、
と
い
う
話
が
付
随
し
て
い
ま
し
た
。 

 

五
．
な
ぜ
、
須
賀
本
願
寺
は
取
手
の
井
野
へ
移
っ
た
の
か 

 

本
願
寺
住
職
が
布
施
か
ら
青
柳
に
寺
移
り
を
し
た
背
景
、

こ
れ
は
開
基
時
か
ら
教
義
布
教
乃
至
は
僧
籍
者
の
念
仏
道
場

的
な
目
的
で
創
建
さ
れ
た
寺
で
あ
っ
た
た
め
、
地
域
村
民
と
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の
親
密
度
も
浅
く
、
稀
薄
で
、
寺
と
住
民
の
間
に
馴
染
ま
な

い
も
の
が
あ
っ
た
の
は
否
め
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一
方
、
川
向
う
の
青
柳
村
は
農
業
基
盤
の
整
備
が
進
み
、

人
口
が
増
え
は
じ
め
、
在
地
共
同
体
側
に
沸
々
と
、
弔
祭
な

ど
を
司
る
寺
院
を
求
め
る
声
が
あ
が
り
、
同
時
に
徳
川
家
康

の
重
鎮
と
し
て
名
高
い
本
多
作
左
衛
門
へ
の
思
慕･

追
善
供

養
を
期
待
す
る
声
望
と
共
に
、
檀
越
の
環
境
も
整
い
つ
つ
あ

り
、
こ
う
し
た
村
民
の
気
運
を
小
耳
に
は
さ
ん
だ
住
職
が
心

機
一
転
、
新
天
地
で
の
本
願
寺
中
興
を
決
意
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

六
．
須
賀
本
願
寺
と
い
う
記
録 

 

寛
永
九
壬
申(

み
ず
の
え
さ
る)

年(1
6
3
2
)

： 

芝
増
上
寺
の
末
寺
帳
に
は
「
須
賀
本
願
寺
」
と
あ
る
。 

 

青
柳
本
願
寺
に
寺
移
り
か
ら
６
年
経
っ
て
い
る
が
、
檀
越

(

だ
ん
お
つ)

は
ま
だ
固
ま
っ
て
い
な
い
。
須
賀
本
願
寺
の
方
は

青
柳
本
願
寺
の
中
興
が
成
っ
て
か
ら
処
理
す
る
考
え
な
の
か
。 

 

慶
長
元
年
本
多
作
左
衛
門
が
亡
く
な
っ
た
際
、「
寛
政
重
修

諸
家
譜
」
に
は
遺
骸
を
青
柳
本
願
寺
に
埋
葬
と
記
し
て
い
る

が
、
本
当
に
本
願
寺
に
埋
葬
し
た
の
か
、
で
あ
れ
ば
な
ぜ
御

墓
山
の
墳
墓
が
必
要
だ
っ
た
の
か
。 

 

本
多
作
左
衛
門
の
死
去
か
ら150

年
後
に
編
纂
さ
れ
た
寛

政
譜
は
、
「
慶
長
元
年(

1596)

７
月
16
日
井
野
に
お
い
て
死

す
。
享
年
六
十
八
。
法
名
高
分
。
其
の
地
青
柳
本
願
寺
に
葬

る
、
」
と
記
し
て
い
る
が
、
青
柳
本
願
寺
の
在
寺
そ
の
も
の
が

文
献
で
は
っ
き
り
す
る
の
は
、
寛
永
11
年(16

34)

の
伊
奈
検

地
に
よ
る
「
青
柳
本
願
寺
」
の
屋
敷
無
、
田
畑
百
二
十
五
畝

十
三
歩
の
領
有
記
録
で
す
。（「
取
手
市
史
」
近
世
史
料
編I･

青
柳
検
地
統
計
表89

5

頁
引
用
） 

 

寛
永
三
年(16

26)

丙
寅
）
の
口
碑
《
土
谷
津
と
久
寺
家
の

境
に
字
本
願
寺
と
い
う
処
が
あ
る
。 

 

口
碑(

こ
う
ひ
、
言
い
伝
え)

に
古
本
願
寺
跡
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
、
今
の
本
願
寺
山
で
あ
り
、
此
処
に
は
井
戸
が
あ
っ

て
、
真
夏
で
も
水
涸
れ
し
な
い
。
皆
は
上
人
井
戸
と
呼
ん
で

い
る‥

・
》
と
、《
土
谷
津
に
往
古
本
願
寺
と
い
う
古
刹
が
あ

っ
た
。 

 

住
職
は
寛
永
三
丙
寅
年
、
下
総
青
柳
村
へ
引
っ
越
し
た
が､

舟
で
七
里
ノ
渡
を
わ
た
る
時
、
釜
を
落
と
し
た
そ
う
な‥

・
》

な
ど
の
口
碑
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
応
永
三
年
開
山
と
さ
れ

て
き
た
青
柳
本
願
寺
説
は
、
見
事
に
覆
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 

こ
の
史
料
の
お
か
げ
で
、
少
な
く
も
寛
永
三
年
以
前
、
取

手
に
、
本
願
寺
が
無
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。 

 

こ
の
時
の
寺
移
り
の
住
職
は
誰
か
、
で
す
が
、「
取
手
市
史
」

が
十
八
世
直
誉(

真
誉)

を
青
柳
本
願
寺
八
世
直
誉
と
し
、
す

る
と
、
歴
代
十
一
世
萬
誉
が
一
世
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

布
施
本
願
寺
は
一
世
了
誉
か
ら
十
一
世
萬
誉(

青
柳
本
願

寺
一
世)
寺
移
り
ま
で(

寛
永
三
年)23

0

年
の
在
寺
。 

 

青
柳
本
願
寺
は
、
十
一
世
萬
誉
青
柳
本
願
寺
か
ら
現
住
職

ま
で3

85

年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
寛
永
九
年(16

32)

増
上
寺
了
学
編
纂
の
「
浄
土

宗
増
上
寺
末
寺
帳
」
か
ら
、
下
総
須
賀
本
願
寺
の
記
述
が
発

見
さ
れ
、
下
総
青
柳
本
願
寺
の
記
述
が
な
い
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。 

 

こ
れ
で
寛
永
九
年
時
点
で
の
青
柳
本
願
寺
は
な
い
こ
と
が

裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
寛
政
譜
」
に
記
す
「
作
左
衛

門
青
柳
本
願
寺
に
埋
葬
」
の
記
述
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
文

献
の
上
で
裏
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

作
左
衛
門
は
青
柳
に
浄
土
宗
寺
が
無
い
が
た
め
に
自
ら
の

墳
塋(

ふ
ん
え
い
、
墓)

を
作
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｈ
氏
の
講
演
よ
り 

 
***

****
****

****
****

****
****

****
****

**
* 

 

土
谷
津(

つ
ち
や
つ)

の
七
社
と
金
精
様 

中
尾
平
左
衛
門
門
前
の
道
の
突
き
当
た
り
に
森
が
あ
る
。 

今
宮
大
杦(

杉)

大
神
、 

大
杉
大
明
神
は
、
茨
城
県
稲
敷
市
阿
波
に
あ
る
大
社
。 

通
称
は
「
あ
ん
ば
さ
ま
」
古
名
は
大
杉
明
神
。
旧
社
格
は

郷
社
。
関
東
東
利
根
川
沿
い
に
分
布
す
る
大
杉
神
社
の
総
本

社
で
す
。
大
己
貴
命
、
少
彦
名
命
の
二
柱
を
仁
治
二
年(12

41)

に
京
都
の
今
宮
神
社
か
ら
勧
請
し
合
祀
し
た
為
、
利
根
川
国

誌
で
は
「
今
宮
大
杉
大
明
神
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

日
枝
神
社
、
宝
永
三
丙
成
年
九
月
、
村
衆
中
に
て
建
立
さ
れ

た
。
全
国
的
に
は
通
称
名
を
「
山
王
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
。 

間
、
浅
間
神
社
と
思
わ
れ
ま
す
。
富
士
山
信
仰
。 

三
峯
神
社
、
埼
玉
県
秩
父
市
三
峰
に
あ
る
神
社
。
旧
県
社
拝

殿
の
手
前
に
は
珍
し
い
三
ツ
鳥
居
が
あ
る
。
狼
を
守
護
神
と

し
、
狛
犬
の
代
わ
り
に
狼
の
像
が
鎮
座
し
て
い
る
。 

天
満
宮
、
菅
原
道
真
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。 

山
王
大
権
現
、
山
王
権
現
は
日
枝
山
の
山
岳
信
仰
と
神
道
、

天
台
宗
が
融
合
し
た
神
仏
習
合
の
神
で
す
。
天
台
宗
の
鎮
守

神
。
日
吉
権
現
、
日
吉
山
王
権
現
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

香
取
大
神
、
下
総
国
一
宮
。
茨
城
県
鹿
嶋
市
の
鹿
島
神
宮
、

神
栖
市
の
息
栖(

い
き
す)

神
社
と
と
も
に
東
国
三
社
の
一
社
。

宮
中
の
四
方
拝
で
遥
拝(

よ
う
は
い)

さ
れ
る
一
社
で
す
。 

「
東
国
三
社
巡
り
」
と
い
う
バ
ス
ツ
ア
ー
は
現
在
も
春
期
だ

け
あ
る
そ
う
で
す
。
伊
勢
参
拝
の
関
東
版
と
で
も
云
う
の
か 

昭
和
年
代
ま
で
は
、
大
勢
の
人
達
が
年
間
通
し
て
、
鹿
島



 5 / 14 

 

神
宮
、
香
取
大
社
、
神
栖
神
社
を
巡
拝
さ
れ
た
様
で
し
た
。 

道
祖
神
、
路
傍
の
神
で
す
。 

集
落
の
境
や
村
の
中
心
、
村
内
と
村
外
の
境
界
や
道
の
辻
、

三
叉
路
な
ど
に
主
に
石
碑
や
石
像
の
形
態
で
祀
ら
れ
る
神
、

村
の
守
り
神
、
子
孫
繁
栄
、
近
世
で
は
旅
や
交
通
安
全
の
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

馬
刀
神
石
像
、
大
正
２
年
、
詳
細
不
明
。 

金
精
様
、
性
崇
拝
の
一
種
で
、
男
根
に
似
た
自
然
木
や
自
然

石
を
神
体
と
し
て
信
仰
す
る
金
精
神(
こ
ん
せ
い
じ
ん)

の
通
称
。

金
勢
、
金
生
と
も
記
さ
れ
る
。
東
北
地
方
で
顕
著
に
聞
か
れ

る
名
称
で
す
が
、
金
・
石
・
木
製
の
陽
物
を
神
体
と
し
て
祀

る
形
態
は
、
関
東
地
方
を
は
じ
め
各
地
に
み
ら
れ
ま
す
。 

 

男
根
だ
が
女
性
に
と
っ
て
は
重
要
素
と
な
る
出
産
、
子
孫

継
続
と
繁
栄
に
関
わ
り
家
系
問
題
に
関
わ
る
。 

こ
と
に
栃
木
県
日
光
市
と
群
馬
県
片
品
村
境
に
あ
る
金
精

峠(

こ
ん
せ
い
と
う
げ)

は
金
精
権
現
に
由
来
す
る
も
の
と
し
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

男
女
の
縁
結
び
、
出
産
、
婦
人
病
な
ど
に
効
験
が
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
木
製
の
陽
物
な
ど
を
奉
納
し
て
祈
願
す
る
。 

豊
穣
祈
願
の
対
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
本
来

は
災
厄
除
け
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

石
仏
に
「
石
上
大
明
神
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

奈
良
県
天
理
市
布
留
町
に
あ
る
石
上
神
宮(

い
そ
の
か
み
じ

ん
ぐ
う)

系
列
の
別
名
で
す
。
石
上
神
宮
は
、
畿
内
二
十
二
社

の
中
七
社(

大
和
国)

の
一
社
。
旧
社
格
は
官
幣
大
社(

か
ん
ぺ

い
た
い
し
ゃ)

で
日
本
に
お
い
て
官(

朝
廷
、
国)

か
ら
幣
帛(

へ

い
は
く
、
神
道
に
お
い
て
神
前
に
捧
げ
る
も
の
を
総
じ
た
名
称

で
す
。
も
と
も
と
は
布
地
を
表
し
た
語
で
、
麻
な
ど
の
織
物

が
貴
重
品
と
し
て
供
え
ら
れ
ま
し
た)

な
い
し
幣
帛
料
を
支

弁(

し
べ
ん
、
支
払)

さ
れ
る
神
社
で
す
。 

内
神(

う
ち
が
み)

、
九
州
南
部
な
ど
で
、
本
家
の
屋
敷
内
に
祭

る
神
。
関
東
地
方
北
部
で
は
氏
神(

う
じ
が
み)

と
呼
び
ま
す
。 

 

第
八
十
五
番
、
土
谷
津
の
飛
龍
山
圓
性
寺(

空
寺)

、 

 
 

真
言
宗
豊
山
派
。 

 
 

江
戸
時
代
は
流
山
の
西
円
寺
の
門
徒
で
し
た
。 

ご
本
尊
、
不
動
明
王
。
移
し
寺
、
香
川
県
五
剣
山
八
栗
寺
。 

御
詠
歌
、
ぼ
ん
の
う
を
胸
の
智
火(

ち
か
、
護
摩
火)

に
て 

 
 
 

八
粟
を
ば 

修
行
者
な
ら
で
た
れ
か
し
る
べ
き 

 

本
堂
裏
手
の
小
山
に
清
水
観
音
の
祠
、
右
に
妙
見
様
の
祠

が
あ
り
、
更
に
そ
の
下
に
六
地
蔵
が
並
ん
で
い
ま
す
。 

 

寺
の
裏
手
の
道
路
沿
い
に
は
土
谷
津
の
豪
農
の
家
が
並
ぶ
。

取
手
に
も
「
谷
地
田
」
と
い
う
か
つ
て
の
湿
田
を
呼
ぶ
場
所

が
多
か
っ
た
が
、
谷
津(

や
つ
、
や
ち)

と
は
、
入
り
江
で
谷
の

底
の
部
分
を
言
い
、
か
つ
て
水
利
の
悪
い
時
代
に
谷
津
は
水

田
の
条
件
に
適
し
て
い
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

地
名
の
土
谷
津
と
は
、｢

土｣

と
言
う
字
は｢

十｣

と｢

一｣

を

重
ね
た
も
の
で
、
こ
の
地
に
十
一
の
谷
津
が
あ
っ
た
の
で｢

土

谷
津
」
と
云
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
地
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

円
性
寺
の
住
居
は
千
葉
県
柏
市
布
施

2
2
7
8

で
す
が
、
道

路
向
か
い
側
左
側
の
一
画
は
千
葉
県
我
孫
子
市
布
施

2
3
4
4

に
な
り
ま
す
、
更
に
我
孫
子
市
布
施
の
先
の
住
居
は
、
柏
市

布
施
と
な
り
土
谷
津
の
地
区
住
所
は
布
施
と
い
う
地
名
が
、

柏
市
と
我
孫
子
市
に
複
雑
に
織
重
な
っ
て
い
ま
す
。 

居
住
家
一
軒
毎
に
我
孫
子
市
と
柏
市
に
分
裂
し
て
い
る
実

状
が
土
谷
津
で
す
。 

「 

老
桜 

ハ
イ
カ
ー
来
た
り
て 

散
ら
す
華 

」 

華
や
か
な
布
施
弁
天
の
櫻
に
比
べ
て
、
円
性
寺
境
内
の
櫻

は
、
老
木
で
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
、
私
達
が
来
る

の
を
知
っ
て
い
た
の
か
老
木
は
桜
の
花
弁
を
散
ら
し
て
迎
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

境
内
に
は
、
雪
月
庵
嘯
花
（
せ
つ
げ
つ
あ
ん 

し
ょ
う
か
）
こ

と
「
ろ
う
そ
く
屋
彦
兵
衛
」
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。 

 

ろ
う
そ
く
屋
彦
兵
衛 

 

あ
け
ぼ
の
山
公
園
に
は
染
井
吉
野
櫻
が
咲
き
、
４
月
始
め

は
大
勢
の
花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
此
の
台
地
の
北
端
に
、

小
林
一
茶
の
大
き
な
句
碑
が
あ
り
ま
す
。 

「 

米
蒔
も 

罪
ぞ
よ
鶏
も 

け
会
う
ぞ
よ 

一
茶 

」 

 

文
化
九
年(1

8
1
2
)

２
月
12
日
、
流
山
秋
元
双
樹
同
行 

 

小
鳥
が
地
面
を
つ
つ
い
て
居
る
の
で 

一
茶
は
米
を
蒔
い

て
あ
げ
た
と
こ
ろ
が 

鶏
が
来
て
小
鳥
を
蹴
散
ら
し
て 

米

を
独
占
始
め
る
が
、
鶏
は
仲
間
同
士
の
喧
嘩
と
な
る
、
小
さ

な
鳥
達
は
喧
嘩
す
る
鶏
を
横
目
に
、
再
び
米
を
啄
む
光
景
を

見
て
思
う
の
で
し
た
。
武
家
社
会
の
世
相
を
批
判
、
人
間
社

会
の
構
図
も
似
た
よ
う
な
も
の
だ
と
。 

 

享
和
三
年(1

8
0
3
)

、
小
林
一
茶
の
『
享
和
句
帖
』
11
月
13 

日
条
に
「
嘯
花
、
布
施
・
ろ
う
そ
く
屋
彦
兵
衛
」
と
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

平
成
に
な
っ
て
蘇
る
江
戸
時
代
相
馬
郡
布
施
の
俳
人
嘯
花
。 

雪
月
庵
嘯
花
は
宝
暦
11
年(1

7
6
1
)

、
下
総
国
相
馬
郡
布
施

村
土
谷
坪(

現
我
孫
子
市
布
施)

の
飯
田
勘
平
家
次
男
と
し
て

生
ま
れ
、
同
坪
の
二
代
目
中
尾
平
左
衛
門(

酒
造
家)

の
養
子

と
な
り
、
後
に
分
家
し
て
彦
兵
衛
と
名
乗
り
ま
し
た
。 

 

俳
句
を
常
陸
国
河
内
郡
若
柴
宿(

龍
ヶ
崎)

、
風
篁
庵(

ふ
う

こ
う
あ
ん)

野
口
乱
竿(

ら
ん
か
ん)

に
習
い
ま
し
た
が
師
の
死

後
、
江
戸
の
麦
秋(

？)

よ
り
俳
諧
秘
伝
を
享
和
三
年(1

8
0
3
)

に
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授
け
ら
れ
ま
し
た
。
同
年
、
小
林
一
茶
の
『
享
和
句
帖
』
11

月
13
日
条
に
、「
嘯
花
、
布
施
・
ろ
う
そ
く
屋
彦
兵
衛
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
嘯
花
は
、
柏
・
我
孫
子
市
域
に
名
の
残

さ
れ
た
数
少
な
い
俳
人
の
一
人
で
す
。 

 
 

晩
年
、
彦
兵
衛
こ
と
中
尾
彦
兵
衛
は
、
俳
名
を
嘯
花
と
い

い
、
書
斎
で
あ
っ
た
庵
名
に
よ
り
雪
月
庵
嘯
花
と
、
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 
 

雪
月
庵
嘯
花
は
「
雪
月
庵
」
に
て
子
供
に
読
み
書
き
を
教

え
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
農
民
で
あ
り 

ろ
う
そ
く
屋
と

い
う
商
い
も
営
ん
で
い
た
よ
う
で
す
、
更
に
「
講
」
の
世
話

人
等
々
と
土
谷
坪
に
貢
献
し
て
い
ま
し
た
。 

 

嘉
永
二
年(1

8
4
9
)

亡
、
享
年
八
十
九
。 

 
 

 

柏
市
布
施
の
土
谷
津
に
中
尾
富
久
造
さ
ん
と
い
う
お
宅

（
目
印
は
円
性
寺
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
家
の
祖
先
が
八
兵

衛
さ
ん
で
、
布
施
村
で
初
め
て
酒
造
り
を
し
た
家
だ
っ
た
そ

う
で
す
。
昔
は
酒
蔵
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
今
は
酒
造
り

関
係
の
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
八
兵
衛
は
、
貞
享
元
年(1
6
8
4
)

現
在
の
神
戸
市
北
区
山
田
町
の
生
ま
れ
で
、
宝
暦
二
年

(1
7
5
2
)

に
69
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

中
尾
家
の
初
代
で
あ
る
八
兵
衛
は
、
布
施
弁
天
を
初
め
て

亀
甲
山
に
祀
っ
た
布
施
村
名
主
の
後
藤
善
右
衛
門
家
か
ら
の

養
子
で
し
た
。17

4
1

年
と
い
う
と
五
十
代
で
起
業
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

そ
し
て
、
忽
然
と
こ
の
八
兵
衛
の
名
前
が
消
え
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
富
勢
村
誌
に
よ
れ
ば
、
八
兵
衛
と
同

じ
名
前
の
代
官
が
い
た
の
で
、
畏
れ
多
い
の
で
八
兵
衛
を
改

名
し
て
平
左
衛
門
と
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
時
期
は
宝
暦
二
年(1

7
5
2
)

前
後
と
言
わ
れ
、
以

降
中
尾
家
は
平
左
衛
門
と
代
々
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

三
代
目
平
左
衛
門(1

7
4
5

～1
8
0
9
)

の
時
に
、
酒
の
銘
柄

「
谷
風
」
が
、
相
撲
関
係
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
に
よ
り
、
売

れ
行
き
に
影
響
し
、
享
和
三
年(1

8
0
3
)

に
酒
造
米
高
百
石
分

の
酒
造
株
を
現
我
孫
子
市
中
里
の
中
野
家(

中
野
冶
房
東
大

教
授)

に
譲
渡
し
て
、
酒
造
り
を
や
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

中
尾
平
左
衛
門
家
の
反
対
側
に
中
尾
嘯
花
の
家(

ろ
う
そ

く
屋
彦
兵
衛)

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
土
谷
津
の
円
性
寺
の
門

を
背
に
す
る
と
正
面
の
道
は
50
ｍ
程
先
で
右
に
カ
ー
ブ
し

て
い
ま
す
が
、
車
が
や
っ
と
通
れ
る
よ
う
な
直
進
路
が
あ
り

ま
す
、
こ
の
路
の
右
側
は
柏
市
で
左
側
は
我
孫
子
市
で
す
、

こ
の
左
側
に
中
尾
彦
兵
衛
家
の
母
屋
右
側
に
書
院
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

二
代
目
中
尾
平
左
衛
門
家
に
飯
田
家
か
ら
養
子
に
入
り
、

酒
造
り
の
経
理
等
の
仕
事
を
し
て
い
た
平
弥
が
分
家
し
て
彦

兵
衛
と
名
乗
り
ま
し
た
、
小
林
一
茶
と
交
流
が
あ
っ
た
俳
人
、

ろ
う
そ
く
屋
彦
兵
衛
な
の
で
す
、
だ
が
、
蝋
燭
を
売
っ
て
い

た
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
彦
兵
衛
は
土
谷
坪(

土
谷
津)

に
於

い
て
は
、
子
供
達
に
は
筆
子
役
と
し
て
庵
を
解
放
し
、
人
々

へ
は
土
谷
坪
の
総
代
と
し
て
の
役
務
を
遂
行
し
果
た
し
慕
わ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。 

 

「
富
勢
町
史
」
よ
り 

 

中
尾
嘯
花
句
集
「
い
ほ
り
の
ち
り
」
よ
り 

「
い
ほ
り
の
ち
り
」
を
漢
字
で
書
く
と
「
庵
の
塵(

芥)

」
で
す
。

嘯
花
の
句
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

初
東
風
や 

大
土
器
の 

う
へ
を
婦
く 

［
読
み
］
は
つ
こ
ち
や 

お
お
か
わ
ら
げ
の 
う
え
を
ふ
く 

 
 
 
 
 
 
 

初
東
風
：
新
年
初
め
て
東
方
か
ら
吹
く
春
風 

い
く
度
も 

掃
た(

は
い
た)

師
走
の 

あ
く
た
か
な 

 
(

あ
く
た
＝
芥
、
塵
、
自
作
の
俳
句
を
自
ら
言
う) 

 
 

ほ
ち
ゃ
ほ
ち
ゃ
と 

仰
げ
バ
高
し 

藤
の
花 

 
 
(

ほ
ち
ゃ
ほ
ち
ゃ
、
ふ
っ
く
ら
と
可
愛
ら
し
い) 

御
百
度
も 

ひ
ざ
く
り
毛
也 

競
馬(

く
ら
べ
う
ま) 

 

我
孫
子
の
子
の
神
権
現
奉
納
の
句 

 

「
ひ
ざ
く
り
毛
」
は
歩
く
旅
、
競
馬
は
京
都
賀
茂
別
雷
神

社
で
端
午
の
節
句
に
行
わ
れ
た
神
事
。 

 

庚
申
の 

夜
を
月
花
に 

明
け
に
け
り 

 

庚
申
待
ち
は
徹
夜
で
行
わ
れ
る
習
俗(

し
ゅ
う
ぞ
く)

。 

円
性
寺
の
庚
申
塔
群
の
中
に
句
碑
が
あ
り
、
文
化
元
年
六
月

土
谷
坪
講
中
三
十
四
人
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

 

柳
す
ず
し 

千
と
せ
の
底
の 

河
名
艸 

 
 

布
施
弁
天
壱
千
年
記
念
の
句
？
。 

(

河
名
艸
：
河
名
草
：
古
来
よ
り
尊
ば
れ
る
草
木
、
沙
羅
や
榊

な
ど
。) 

 

木
々
の
間
に 

紅
龍
の
眼
や 

冬
の
月 

最
勝
閣
。 

 

布
施
弁
天
の
楼
門
の
扁
額
。 

 

筑
波
根
や 

尾
花
の
色
を 

空
に
持 

 
 

筑
波
根
：
紫
峰
と
も
呼
ば
れ
、
一
面
す
す
き
の
向
こ
う
に

筑
波
山
が
見
え
る
。 

 

菊
添
へ
て 

泡
も
り
く
れ
た 

八
か
哉 

 

八
か
：
八
日
。
燗
酒
を
九
月
九
日
の
重
陽
の
節
句
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飲
む
と
病
気
に
な
ら
な
い
と
す
る
習
慣
、
菊
の
酒
。 

 

鴨
の
背
に 

朝
日
か
か
り
ぬ 

さ
く
ら
川 

 

土
浦
の
桜
川
は
妻
「
た
へ
」
か
「
え
ひ
」
さ
ん
の
実
家
近

く
で
し
た
。 

 

『
い
ほ
里
の
ち
り
』
は
百
姓
で
あ
る
嘯
花
自
身
が
残
し
た

畢
生(

ひ
っ
せ
い)

の
句
集
で
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
書
店
で
は
販
売
致
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
我
孫
子
市

の
図
書
館
を
ご
利
用
頂
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 
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第
二
十
六
番
、
富
勢
荒
屋
敷
の
竹
林
山
文
殊
院
南
龍
寺
、 

ご
本
尊
、
大
日
如
来
。
浄
土
宗
。 

移
し
寺
、
高
知
県
室
戸
市
の
龍
頭
山
金
剛
頂
寺
。 

御
詠
歌
、
往
生
に
望
み
を
か
く
る
極
楽
は 

 
 
 
 
 
 
 

月
の
か
た
む
く
西
寺
の
空 

 

大
師
堂
は
も
と
は
観
音
堂
で
し
た
。
ま
た
阿
弥
陀
堂
が
あ

る
。
元
和
元
年(1

6
1
5

）
寂
蓮
社
尊
誉
霊
哲
上
人
に
よ
る
開
山
。 

元
禄
12
年
の
後
藤
家
文
書
に
よ
れ
ば
正
保
４
年(1

6
4
7
)

の
創
建
で
寛
文
９
年(1

6
6
9
)

に
こ
こ
に
移
る
と
あ
る
、
移
転

元
は
不
明
で
す
。 

 

境
内
は
広
く
寺
子
屋
が
経
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治

５
年
に
学
制
が
施
行
さ
れ
各
地
に
小
学
校
が
設
け
ら
れ
た
る

に
到
り
、
明
治
６
年
南
龍
寺
に｢

天
真
学
校｣

が
、
根
戸
東
陽

寺
に
根
戸
小
学
校
が
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
天
真
学
校
は

布
施
小
学
校
と
改
称
さ
れ
、
明
治
33
年
両
校
は
合
併
し
て
富

勢
尋
常
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
。 

 

薬
医
門
、
取
手
市
稲
、
我
孫
子
市
相
島
新
田
に
も
あ
る
。 

南
龍
寺
の
門
を
薬
医
門
と
言
い
ま
す
、
江
戸
時
代
以
降
の

寺
門
は
質
素
な
建
築
様
式
が
多
く
、
柴
又
七
福
神
巡
り
で
は

よ
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
水
戸
一
高
の
正
門
内
に
残
さ
れ
て

い
る
、
水
戸
城
薬
医
門
が
有
名
で
す
。 

屋
根
を
支
え
る
柱
が
梁
部
で
中
心
か
ら
ず
ら
し
て
支
え
ら

れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。 

敵
が
射
る
矢
を
防
ぐ
門
で
「
矢
喰
門
」
と
も
記
し
た
時
代

が
あ
り
ま
す
。
両
脇
の
小
門
は
常
に
開
け
放
ち
、
病
人
が
何

時
で
も
屋
敷
内
に
入
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
そ
う
で
す
。 

  

諏
訪
古
道
、「
富
勢
商
店
街
通
り
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

南
龍
寺
門
前
の
道
を
諏
訪
街
道
、
鰻
道
と
も
云
い
ま
す 

流
山
～
豊
四
季
～
松
ヶ
崎
～
宿
連
寺
～
布
施
～
守
谷
の
古

道
。
う
な
ぎ
街
道
、
な
ま(

鮮
魚)

街
道
と
言
わ
れ
た
。 

富
勢
商
店
街
通
り
は
、
諏
訪
道
に
沿
っ
て
南
龍
寺
よ
り
右

脇
小
道
を
富
勢
西
小
学
校
方
面
に
進
み
ま
す
、
更
に
県
道
７

号
を
横
切
り
須
賀
神
社
、
宿
連
寺
湧
水
池
、
松
崎
へ
、
豊
四

季
の
諏
訪
宮
が
諏
訪
道
の
発
祥
と
な
っ
た
神
宮
で
す
。 

更
に
流
山
へ
と
続
き
、
江
戸
川
端
の
「
矢
河
原(

や
っ
か
ら)

の
渡
し
」
で
諏
訪
道
は
終
わ
り
ま
す
。 

こ
の
諏
訪
道
を
奈
良
の
都
に
通
じ
た
古
代
東
海
道
と
云
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
近
年
我
孫
子
市
湖
北
の
発
掘
調
査
に

よ
り
。
七
道
中
路
古
東
海
道
は
、
鎌
倉
～
市
川
～
柏
～
湖
北

～
布
佐
～
竜
ケ
崎
を
経
て
い
た
よ
う
で
外
さ
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
諏
訪
道
も
奈
良
時
代
か
ら
、
蝦
夷
征
討
へ
の
戦

略
道
で
古
道
で
あ
る
こ
と
は
間
違
え
あ
り
ま
せ
ん
。 

尚
「
七
里
ヶ
渡
し
」
も
諏
訪
道
の
一
部
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

富
勢(

と
み
せ)
と
布
施 

 

柏
市
で
は
布
施
河
岸
の
歴
史
は
古
く
渡
し
場
は
平
安
時
代

か
ら
あ
り
ま
し
た
。
柏
と
い
う
地
名
の
発
祥
に
お
い
て
も
柏

市
の
北
に
位
置
す
る
布
施
の
河
岸
場(

か
し
ば)

か
ら
と
言
う

説
も
あ
る
の
で
す
が
確
定
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

他
に
も
柏
名
の
説
が
あ
り
以
下
の
通
り
で
す
。 

国
鉄
柏
駅
が
誕
生
し
た
頃
は
、
現
在
の
東
武
野
田
線
の
豊

四
季
か
ら
柏
駅
に
か
け
て
民
家
の
少
な
い
柏
の
木
の
多
い
丘

陵
地
で
し
た
、
そ
の
丘
陵
地
は
柏
の
葉
の
よ
う
な
地
形
で
豊

四
季
を
中
心
に
十
余
二(

と
よ
ふ
た)

か
ら
根
戸
迄
の
広
範
囲

に
丘
陵
が
点
在
し
て
い
た
と
い
う
説
。 

他
に
、
慶
応
２
年(1

8
6
6
)

人
口
数
百
人
の
小
さ
な
村
落
で

「
柏
村
の
長
全
寺
」
と
い
う
寺
名
と
地
名
の
記
載
が
あ
り
ま

し
た
、
今
も
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
、
送
り
大
師
の
東
葛
印
旛

霊
場
大
師
講(

鎌
ヶ
谷
市
郷
土
資
料
館)

の
文
中
に
あ
り
ま
す
。 

明
治
22
年
、
柏
村
は
戸
張
村
・
篠
籠
田
村
・
松
ヶ
崎
村
・

高
田
村
等
と
合
併
し
て
千
代
田
村
と
な
り
ま
す
。 

明
治
29
年
、
常
磐
線
の
開
通
に
伴
い
「
柏
」
駅
と
し
て
開

業
を
は
じ
め
ま
す
。
柏
の
葉
な
の
か
柏
村
か
ら
柏
駅
と
し
た

の
か
は
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
が
、
当
時
の
地
名
で
あ
る
「
千

代
田
」
と
い
う
駅
名
に
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

そ
の
後
、
大
正
15
年
、
柏
駅
前
の
発
展
に
よ
り
千
代
田
町

は
柏
町
へ
改
名
さ
れ
、
昭
和
29
年
９
月
、
柏
町
は
土
村
・
田

中
村
・
小
金
町
と
合
併
し
て
市
制
を
施
行
し
東
葛
市
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
小
金
町
を
松
戸
に
編
入
し
て
３
ヶ
月
後
に

東
葛
市
は
柏
市
に
改
名
さ
れ
ま
し
た
。 

柏
市
は
昭
和
40
年
代
か
ら
急
発
展
し
、
現
在
で
は
常
磐
線

沿
線
最
大
の
市
と
な
り
「
北
の
渋
谷
」
と
云
わ
れ
る
程
ま
で

に
急
高
度
成
長
し
ま
し
た
。 

富
勢
は
、
富
勢
小
学
校
な
ど
の
施
設
に
名
が
残
っ
て
い
ま

す
が
、
消
え
去
っ
て
し
ま
っ
た
地
名
が
富
勢(

と
み
せ)

で
す
。 

富
勢
に
は
、
流
山
か
ら
布
施
弁
天
、
戸
頭
、
守
谷
、
谷
田

部
を
経
由
し
て
筑
波
へ
通
じ
る
平
安
時
代
以
前
か
ら
の
古
い

街
道
が
通
り
、
利
根
川
で
渡
る
「
七
里
ケ
渡
し
」
が
あ
り
宿

場
と
し
て
栄
え
ま
し
た
、
今
で
も
こ
の
街
道
筋
に
は
「
富
勢

商
店
街
」
と
名
称
だ
け
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
時
代
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
富
勢
は

昭
和
29
年
に
布
施
に
な
り
ま
し
た
。 

諏
訪
道
は
う
な
ぎ
街
道(

鮮
魚
街
道)

と
も
云
わ
れ
、
布
施

河
岸
の
鰻
を
生
き
た
ま
ま
、
陸
路
で
流
山
を
経
由
し
て
江
戸
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に
運
ん
で
い
ま
し
た
。 

富
勢
と
い
う
漢
字
の
読
み
で
す
が
、
富
勢
は
「
ふ
せ
」
と

も
読
め
ま
す
、
事
実
、
ふ
せ
村
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。 

布
施
の
地
名
は
、
布
施
村
は
古
代
か
ら
の
下
総
か
ら
常
陸

へ
出
る
官
道
の
要
に
当
り
、
平
安
時
代
初
期
、
布
施
屋
が
設

け
ら
れ
村
名
と
な
っ
た
と
言
い
ま
す
、
格
式
を
誇
り
村
民
の

財
力
も
あ
り
ま
し
た
。 

布
施
屋
と
は
奈
良
・
平
安
時
代
に
僧
侶
の
慈
善
事
業
に
よ

っ
て
営
ま
れ
た
宿
泊
所
で
旅
行
や
運
搬
者
の
無
料
の
宿
坊
で

し
た
。 

 

【
参
考
資
料
】
行
基
の
活
動
「
昆
陽(

こ
や
の)

布
施
屋
」
に
つ

い
て
。
行
基
と
最
澄
よ
り 

行
基
年
譜
に
布
施
屋
と
い
う
も
の
が
出
て
ま
い
り
ま
す
。 

布
施
屋
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
人
々
に
も
の
を
施
す
、
布
施
と

い
う
こ
と
ば
の
「
布
」
は
布
で
す
か
ら
、
本
来
は
布
を
与
え

る
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
布
施
屋
と
い
う
の
は
、
貧
し

い
人
に
、
あ
る
い
は
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
々
に
い
ろ
ん
な

も
の
を
、
ま
あ
布
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
食
べ
る
も
の
の
な

い
人
に
は
食
べ
る
も
の
。
み
な
さ
ん
の
合
力
で
も
っ
て
集
め

て
施
し
を
す
る
。 

こ
れ
を
行
基
さ
ん
は
奈
良
時
代
に
お
や
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
場
所
が
布
施
屋
で
あ
り
布
施
屋
の
起
源
な
の
で
す
。 

行
基
は
全
国
に
布
施
屋
を
広
め
ま
し
た
、
和
歌
山
市
の
布

施
屋
は
「
ほ
し
や
」
と
呼
び
、
渡
し
場
が
あ
り
ま
し
た
。 

   

第
六
十
八
番
、
布
施
弁
天
、
紅
龍
山
松
光
院
東
海
寺
。 

ご
本
尊
、
弁
財
天
と
聖
観
世
音
菩
薩
。 

移
し
寺
、
香
川
県
観
音
寺
市
の
七
宝
山
神
恵(

じ
ん
ね)

院
。 

御
詠
歌
、
笛
の
音
も
松
吹
く
風
も
琴
ひ
く
も 

 
 
 
 
 
 
 
 

歌
う
も
舞
う
も
法
の
こ
え
ご
え 

 

 

本
堂
は
亀
甲
山(

か
め
の
こ
う
ざ
ん)

に
あ
り
、
御
前
立
ち
の

弁
財
天
は
八
臂
弁
天
と
呼
ば
れ
、
８
本
の
手
に
い
ろ
い
ろ
な

道
具
を
持
っ
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

本
堂
の
造
り
の
特
徴
と
し
て
、
密
教
の
原
理
に
従
い
内
陣

と
外
陣
を
分
け
た
構
造
と
し
て
、
外
陣
の
天
井
に
は
狩
野
探

船
の
龍
図
、
内
陣
に
は
本
堂
の
建
設
に
協
力
し
た
九
十
八
藩

の
大
名
の
家
紋
が
画
か
れ
て
い
ま
す
。
享
保
２
年(1

7
1
7
)

。 

奥
の
厨
司
の
中
の
弁
財
天
は
巳
年
に
の
み
開
帳
さ
れ
ま
す
。 

 

寺
伝
に
よ
る
と
、
平
城
天
皇
の
御
代
大
同
二
年(8

0
7
)

七
月

七
日
、
紅
竜
が
現
わ
れ
一
夜
に
し
て
島
を
つ
く
っ
た
が
、
夜

な
夜
な
島
の
一
角
か
ら
光
を
発
す
る
の
で
里
人
怪
し
み
恐
れ

祠
を
建
て
祀
っ
た
。
弘
仁
十
四
年(8

2
3
)

、
弘
法
大
師
巡
錫
の

折
、
霊
威
を
感
じ
、
伽
藍
を
建
立
し
、
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
を

請
い
山
号
寺
名
を
定
め
た
と
い
う
伝
説
で
す
。 

 

八
臂
弁
財
天
坐
像
、
布
施
弁
天
の
弁
財
天
は
60
年
に
一
度
の

御
開
帳
で
あ
り
、
平
素
は
御
前
立
を
拝
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

読
み
：「
は
っ
ぴ(

肩
の
意
味)
べ
ん
ざ
い
て
ん 

ざ
ぞ
う
」 

弁
才
天
の
原
語
は
「
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
」、
聖
な
る
河
を

表
わ
す
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
す
が
、
元
来
、
古
代
イ
ン
ド

の
河
神
で
す
、
河
の
流
れ
る
音
か
ら
の
連
想
に
よ
り
音
楽
神

と
さ
れ
、
福
徳
神
、
学
芸
神
な
ど
幅
広
い
性
格
を
有
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。 

像
容
は
八
臂
像
と
二
臂
像
の
２
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。 

八
臂
像
は
『
金
光
明
最
勝
王
経
』「
大
弁
才
天
女
品(

に
ょ
ほ

ん)

」
所
説
に
よ
る
も
の
で
、
８
本
の
手
に
は
弓
、
矢
、
矛(

ほ

こ)

、
鉄
輪
、
羂
索(

け
ん
さ
く
、
縄)

な
ど
を
持
ち
、
次
の
よ
う

な
功
徳
が
あ
り
ま
す
。 

一
、
知
恵
が
付
く 

二
、
財
福
を
得
る 

三
、
名
声
を
得

る 

四
、
病
気
を
除
く 

五
、
邪
悪
を
排
す 

六
、
豊
か
な

物
心
を
持
つ 

七
、
思
い
や
る
心
を
育
て
る 

八
、
幸
せ
を

つ
か
む
こ
と
が
出
来
る
。 

一
方
、
琵
琶
を
奏
す
る
形
の
像
は
、
密
教
で
用
い
る
両
界

曼
荼
羅
の
う
ち
の
胎
蔵
曼
荼
羅
中
に
そ
の
姿
を
見
せ
て
い
る
。 

 
 

た
だ
し
、
胎
蔵
曼
荼
羅
中
に
見
え
る
同
像
は
、
後
世
に
日

本
で
広
く
信
仰
さ
れ
た
女
神
像
で
は
な
く
、
菩
薩
形
の
像
で

あ
り
、
仏
教
に
お
い
て
は
、
妙
音
菩
薩(

み
ょ
う
お
ん
ぼ
さ
つ)

と

同
一
視
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

江
の
島
弁
天(

日
本
三
大
弁
財
天
と
す
る
説
も
あ
る)

、
浅

草
寺
、
布
施
、
秦
野
福
寿
を
関
東
四
大
弁
天
と
い
い
ま
す
。 

 

日
本
三
大
弁
財
天
は
、
琵
琶
湖
竹
生
島
の
宝
厳
寺
、
広
島

県
宮
島
の
大
願
寺
、
奈
良
県
天
川
村
の
天
河
大
弁
財
天
社
。 

 

紅
龍(

こ
う
り
ゅ
う)

の
伝
説 

 

平
將
門
は
良
持
と
紅
龍
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
と
い
う
伝

説
が
あ
り
ま
す
。
紅
龍
は
こ
の
地
の
岩
窟
に
住
ん
で
い
た
そ

う
で
す
、
紅
龍
は
竜
で
あ
っ
て
人
の
姿
は
か
り
そ
め
で
し
た
、

將
門
は
布
施
弁
天
に
必
勝
祈
願
を
し
た
が
承
平
年
間
の
兵
乱

の
際
に
將
門
に
よ
っ
て
東
海
寺
を
焼
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
に
源
経
基
が
再
興
し
た
と
伝
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

史
実
を
探
る
と
、
江
戸
時
代
に
布
施
村
の
名
主
を
勤
め
て

い
た
後
藤
家
に
の
こ
さ
れ
た
文
書
に
は
、
延
宝
二
年(1

6
7
4
)

布
施
村
の
又
右
衛
門
が
村
人
を
集
め
、
亀
の
甲
山
に
藁
葺
き
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小
社
を
造
り
、
弁
財
天
を
祀
る
と
あ
り
ま
す
。 

 
今
も
弁
天
様
の
あ
る
丘
は
、
亀
の
甲
の
形
を
し
て
い
ま
す
。 

 

延
宝
七
年
の
「
御
林
法
度
帳
」
に
「
亀
甲
山(

か
め
の
こ
う
ざ

ん)

」
の
名
が
出
て
い
ま
す
。 

 

当
時
は
、
今
の
伽
藍
の
よ
う
な
堂
塔
等
が
か
ね
備
わ
っ
た

も
の
で
な
く
小
さ
な
祠
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
こ
れ
を
信
仰
し

お
参
り
す
る
の
も
、
弁
天
様
近
く
の
寺
山
地
区
だ
け
の
よ
う

で
し
た
。 

 

元
禄
12
年(1

6
9
9
)

、
布
施
村
古
谷
に
あ
っ
た
、
東
海
寺
か

ら
留
守
居
が
派
遣
さ
れ
、
管
理
に
あ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

宝
永
二
年(1

7
0
5
)

に
は
東
海
寺
が
亀
甲
山
に
移
転
し
、
以
後
、

布
施
弁
天
と
東
海
寺
は
一
体
と
な
っ
て
寺
運
展
開
の
歩
み
を

続
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
の
こ
ろ
本
堂
建
立
の
計

画
が
生
れ
、
宝
永
六
年
に
は
じ
め
て
江
戸
出
開
帳
を
行
っ
て

資
金
の
調
達
を
得
、
不
足
分
は
村
人
の
入
草
金
の
寄
進
な
ど

を
あ
て
享
保
元
年(1

7
1
6
)

田
舎
に
は
稀
な
本
堂
が
建
立
さ
れ

ま
し
た
。 

 

当
山
三
つ
折
り
よ
り 

 

楼
門
、 

「
最
勝
閣
」
文
化
７
年(1

8
1
0
)

の
創
建
で
総
ケ
ヤ
キ
入
母
屋

造
り
瓦
葺
。
従
来
の
ア
ー
チ
型
無
柱
か
ら
ニ
柱
を
立
て
通
用

部
分
を
三
区
分
し
ま
し
た
、
こ
れ
は
勅
願
所
で
あ
っ
た
の
で

正
使
と
副
使
の
通
路
を
分
け
た
も
の
。
布
施
の
大
工
の
棟
梁

藤
十
郎
の
作
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
階
の
内
部
中
央
に
は

須
弥
壇
を
設
け
釈
迦
如
来
を
祀
っ
て
い
ま
す
。 

 

布
施
弁
天
の
楼
門
に
は
、
仏
教
で
帝
釈
天
に
仕
え
る
護
法

神
四
天
王
が
祀
ら
れ
参
拝
者
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

仏
教
の
世
界
観
に
お
け
る
須
弥
山
の
中
腹
に
あ
る
四
天
王

天
の
四
方
に
住
ん
で
、
仏
教
を
守
護
す
る
四
神
で
す
。 

東
方
の
持
国
天
、
青
色
の
身
に
甲
冑
と
種
々
の
天
衣(

て
ん
ね)

を
着
け
、
左
手
は
腕
を
伸
ば
し
て
刀
を
執(

と)

り
、
右
手
は
曲

げ
て
宝
珠(

ほ
う
し
ゅ)

を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す
。 

南
方
の
増
長
天
、
赤
肉
色
の
身
に
甲
冑
と
種
々
の
天
衣
を
着

け
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、
左
手
を
腰
に
あ
て
た
姿
を
し
て
憤

怒
相(

ふ
ん
ぬ
そ
う)

で
表
さ
れ
ま
す
。 

西
方
の
広
目
天
、
赤
か
黄
色
の
身
に
甲
冑
を
着
け
、
手
に
三

叉
戟(

さ
ん
さ
げ
き)

、
筆
、
索
、
剣
、
鉾
な
ど
を
持
つ
。 

北
方
の
多
聞
天
、
毘
沙
門
天
と
同
天
、
甲
冑
を
身
に
着
け
、

憤
怒
相
を
し
、
左
手
に
宝
塔
を
捧
げ
、
右
手
に
宝
棒
ま
た
は

鉾
を
執(

と)

り
、
二
夜
叉
、
邪
鬼
の
上
に
座
る
。 

 

鐘
楼
、 

「
か
ら
く
り
伊
賀
」
と
呼
ば
れ
た
谷
田
部
の
飯
塚
伊
賀
七
の

作
。
総
ヒ
ノ
キ
入
母
屋
造
り
の
多
宝
塔
で
八
角
形
の
石
積
基

壇
の
上
に
円
形
の
十
二
柱
を
立
て
十
二
支
を
彫
刻
し
て
方
位

を
表
し
て
い
ま
す
。
伊
賀
七
が
残
し
た
和
時
計
な
ど
を
展
示

し
て
い
る
谷
田
部
郷
土
資
料
館
が
つ
く
ば
市
の
旧
谷
田
部
町

に
あ
り
ま
す
。
飯
塚
伊
賀
七
（1

7
6
2
-1

8
3
6

）
。 

大
師
堂
は
本
堂
後
ろ
に
あ
る
。
境
内
に
は
こ
の
ほ
か
大
日

如
来
堂
、
聖
天
堂
、
虚
空
蔵
菩
薩
堂
、
愛
染
明
王
堂
等
が
あ

り
ま
す
。 

 

松
尾
芭
蕉
の
誤
伝
と
麦
秋
と
い
う
俳
人 

「 

凉
し
さ
や 

眞
帆
に
眞
向
の 

山
な
れ
は  

宗
舞 

」 

誤
伝
：
松
尾
芭
蕉
と
い
わ
れ
て
い
た
此
の
句
、
芭
蕉
で
は
な

い
と
判
明
し
、
柏
市
教
育
委
員
会
は
訂
正
し
て
い
ま
す
。 

大
谷
若
水
筆 

柏
市
布
施 

真
言
宗
東
海
寺
の
境
内
。 

宗
舞
の
「
舞
」
を
「
房
」
と
読
み
、
芭
蕉
の
俳
名
初
号
「
宗

房
」
と
読
み
誤
り
芭
蕉
句
碑
と
し
て
誤
伝
し
て
き
た
も
の
。

1
9
7
9

年
に
井
上
脩
之
介
氏
が
「
房
総
の
芭
蕉
句
碑
、
下
総
篇
」

(

崙
書
房)

で
指
摘
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
柏
市
教
育
委
員
会

が

1
9
9
9

年
３
月
に
発
行
し
た
「
柏
の
金
石
文
Ⅱ
」
の
文
学

碑
の
項
で
は
、
こ
の
句
碑
を
取
り
上
げ
て
は
い
る
も
の
の
、

「
作
者
名
」
を
記
載
せ
ず
、
後
に
正
式
に
芭
蕉
の
句
を
宗
舞

の
句
に
訂
正
し
ま
し
た
。 

芭
蕉
は
我
孫
子
市
布
佐
で
は
鹿
島
詣
で
半
泊
し
て
い
る
が
、

布
施
弁
天
に
訪
れ
た
記
録
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

以
上
、
相
馬
霊
場H

P

へ
柏
市
の
Ⅰ
様
よ
り
の
メ
ー
ル
で
す
。 

「 

玉
つ
は
き 

ひ
る
も
ふ
て
け
り 

布
せ
こ
も
り 

」 
 

宝
井
其
角(

た
か
ら
い 

き
か
く) 

江
戸
堀
江
町
で
、
近
江
国
膳
所
藩
御
殿
医
竹
下
東
順
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
延
宝
年
間
（1

6
7
3

～1
6
8
1

年
）
の
初

め
の
頃
、
父
親
の
紹
介
で
松
尾
芭
蕉
の
門
に
入
り
俳
諧
を
学

ぶ
。
は
じ
め
、
母
方
の
榎
本
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
が
、
の
ち

自
ら
宝
井
と
改
め
る
。 

「 

闇
に
寝
た 

眼
を
あ
け
ぼ
の
の 

さ
く
ら
か
な 

」 
 

松
暁
庵
朱
明
の
俳
号
麦
秋(

ば
く
し
ゅ
う) 

小
林
一
茶
の
俳
友
で
土
谷
津
に
居
住
し
て
い
た
雪
月
庵
嘯

花
は
麦
秋
の
弟
子
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

碑
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
地
の
領
主
で
隠

居
し
た
本
多
伯
耆
守
正
温
公
自
ら
、
文
化
十
二
年
六
月
に
書

か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
麦
秋
は
田
中
藩
お
よ
び
領

主
と
か
な
り
の
関
係
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
本
多
正
温
公

は
明
和
三
年(1

7
6
6
)

駿
州
田
中
藩
、
藩
主
本
多
正
供
の
長
男

と
し
て
生
ま
れ
、
十
二
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
。
天
明
二
年
伯

耆
守(

ほ
う
き
の
か
み
、
伯
耆
国
＝
鳥
取
県
米
子)

に
叙
せ
ら
れ

た
。
寛
政
十
二
年
七
月
田
中
騒
動
（
詳
細
不
明
）
の
責
任
を
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負
っ
て
致
仕
、
三
十
五
歳
で
隠
居
し
天
保
九
年
閏
四
月
七
三

才
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。 

 

第
六
十
七
番
、
元
富
勢
の
薬
師
堂
。 

ご
本
尊
、
薬
師
如
来
と
大
日
如
来
。
大
日
堂
と
堂
脇
に
文
化

４
年(1

8
0
7
)

の
相
馬
霊
場
石
柱
が
あ
り
ま
す
。 

移
し
寺
、
香
川
県
の
小
松
尾
山
大
興
寺
。 

御
詠
歌
、
う
え
お
き
し
小
松
尾
寺
を
眺
む
れ
ば 

 
 
 
 
 
 

の
り
の
お
し
え
の
風
ぞ
ふ
き
ぬ
る 

 

薬
師
堂
は
、
水
生
植
物
園
近
く
の
「
寺
山
ふ
れ
あ
い
会
館
」

に
あ
っ
た
の
で
す
が
、
七
里
ヶ
渡
し
の
水
難
に
よ
る
救
済
介

抱
介
護
の
た
め
に
、
大
日
堂
が
既
に
あ
っ
た
最
も
近
い
当
地

へ
移
築
し
た
も
の
で
す
。 

 

白
花
蒲
公
英(

た
ん
ぽ
ぽ)

、 

薬
師
堂
の
境
内
始
め
利
根
川
の
土
手
に
か
け
て
、
こ
の
辺

り
に
は
自
家
受
粉
で
は
花
が
付
か
な
い
と
云
う
日
本
古
来
種

の
白
花
た
ん
ぽ
ぽ
（
別
名
関
東
た
ん
ぽ
ぽ
）
が
あ
り
、
桜
の

開
花
時
期
だ
け
花
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

こ
の
た
ん
ぽ
ぽ
は
風
に
よ
っ
て
数
百
メ
ー
ト
ル
も
群
生
位

置
を
移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
、
近
在
で
は
佐
倉
市
の
佐
倉
城

に
群
生
し
て
お
り
、
四
国
と
瀬
戸
内
の
島
々
に
も
群
生
地
が

あ
り
ま
す
。20

0
5

年
４
月
に
は
戸
頭
地
区
で
数
本
見
か
け
ら

れ
ま
し
た
。 

 

白
花
た
ん
ぽ
ぽ
を
知
っ
て
い
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
居
る
か
、

日
本
の
自
然
財
産
が
西
洋
の
た
ん
ぽ
ぽ
に
よ
っ
て
消
え
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
す
。 

  

七
里
ケ
渡
し
と
布
施
河
岸 

 

七
里
ケ
渡
し
は､

布
施
と
対
岸
の
取
手
市
戸
頭
と
の
間
に

設
け
ら
れ
た
利
根
川
の
渡
し
場
で
元
和
二
年(16

16
)

に
江
戸

幕
府
が
定
め
た
渡
場
法
度
法
16
ヶ
所
の
一
つ
で
「
七
里
渡
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

布
施
村
は
渡
し
場
や
河
岸
の
設
置
に
よ
り
交
通
の
要
衝
と

し
て
栄
え
、
江
戸
時
代
中
頃
か
ら
は
関
東
三
弁
天
と
称
さ
れ

る
布
施
弁
天
東
海
寺
の
門
前
町
と
し
て
も
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 

七
里
ケ
渡
し
に
は
布
施
河
岸
が
併
設
さ
れ
常
陸
国
、
下
野

国
、
と
南
奥
州
筋
の
物
産
や
銚
子
方
面
の
鮮
魚
な
ど
の
荷
物

の
陸
揚
げ
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

当
時､

江
戸
へ
の
輸
送
に
は
船
運
を
利
用
す
る
の
が
常
で

利
根
川
を
遡
り
、
関
宿
か
ら
江
戸
川
を
通
じ
て
江
戸
へ
荷
物

を
運
ん
で
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
上
流
の
河
床
が
上
昇
し
荷

船
の
往
来
が
困
難
と
な
る
と
、
布
施
河
岸
で
荷
揚
げ
し
陸
路

で
江
戸
川
の
加
村
河
岸(

流
山
市)

へ
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
陸
路
の
途
中
に
、
柏
市
豊
四
季
に
諏
訪
神
社
が
あ
り
「
諏

訪
道
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
23
年
、
利
根
川
と
江
戸
川
を
結
ぶ
利
根
運
河
が
開
通

す
る
と
、
布
施
河
岸
は
そ
の
役
目
を
終
え
ま
す
が
、
昭
和
30

年
頃
ま
で
渡
し
場
は
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

七
里
ケ
渡
の
場
所
は
、
明
治
13
年
作
成
の
迅
速
測
図
原
図

に
示
さ
れ
た
場
所
、
昭
和
31
年
頃
の
写
真
や
当
時
の
利
用
者

の
話
に
あ
っ
た
場
所
と
時
代
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
り

ま
す
が
、
現
在
地
で
あ
る
水
神
様
の
石
塔
付
近
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

渡
し
場
跡
は
、
新
大
利
根
橋
の
川
面
近
く
に
茂
る
鈴
懸
の

大
樹
の
根
元
に
水
神
宮
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

七
里
ケ
渡
し
の
七
里
、 

江
戸
時
代
以
降
に
於
い
て
は
、
武
蔵
国
と
下
総
国
の
境
で

も
あ
る
、
千
住
か
ら
七
里
ケ
渡
し
ま
で
の
距
離
は
丁
度
七
里

に
な
り
ま
す
。 

し
か
し
、
鎌
倉
時
代
以
前
は
、
鎌
倉
の
七
里
ケ
浜
の
場
合
、

大
宝
律
令
で
「
里 

=
 

五
町 

=
 
30
0

歩
」
と
規
定
さ
れ
て
い

て
、
一
里
を650

ｍ
だ
と
す
る
時
代
の
た
め
、
鎌
倉
の
七
里
ヶ

浜
海
岸
も
浜
の
西
端
か
ら
鶴
岡
八
幡
宮
ま
で
、
せ
い
ぜ
い

4
.5Km

位
し
か
な
い
の
で
す
が
「
七
里
」
と
い
い
ま
し
た
。 

「
里
」
は
長
い
距
離
で
あ
る
の
で
、
直
接
計
測
す
る
の
は
困

難
に
近
か
っ
た
為
、
半
時(

約
１
時
間)

歩
い
た
距
離
を
一
里

と
呼
ん
で
い
た
様
で
距
離
で
は
な
く
時
間
で
し
た
。 

人
が
歩
く
速
度
は
地
形
や
道
路
の
状
態
に
よ
っ
て
変
わ
る

の
で
、
様
々
な
長
さ
の
里
、
36
町
里
、
40
町
里
、
48
町
里
な

ど
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
目
的
地
ま
で
の
里

数
だ
け
で
所
要
時
間
が
わ
か
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
や
は
り
こ
れ
で
は
混
乱
を
招
く
と
い
う
こ
と
で
、

豊
臣
秀
吉
が
36
町
里
（≒

39
27m

）
に
基
づ
く
一
里
塚
を
導
入

し
、160

4

年
に
徳
川
家
康
が
子
の
秀
忠
に
命
じ
て
全
国
に
敷

設
さ
せ
ま
し
た
。 

小
さ
な
山
を
造
り
榎
な
ど
の
木
を
植
え
、
旅
人
が
一
休
み

出
来
る
よ
う
に
、
一
里
お
き
に
設
置
し
た
一
里
塚
は
全
国
に

配
置
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

七
里×

４K
m

＝2
8Km

と
い
う
と
、
千
住
の
水
戸
街
道
か
ら

の
距
離
に
相
当
し
ま
す
。 

 

な
お
、
七
里
ケ
渡
し
の
名
の
起
源
は
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
。 
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第
三
十
四
番
、
薬
師
堂
、
永
蔵
寺
跡
境
内
。 

ご
本
尊
、
薬
師
如
来(

薬
師
瑠
璃
光
如
来)

、 
江
戸
初
期
に
乙
子(

お
と
ご
、
県
道
47
号
守
谷
流
山
線
と
国

道

2
9
4

号
の
交
差
点
西
側)

辺
り
に
あ
っ
た
薬
師
仏
を
永
蔵

寺
境
内
に
移
し
た
説
に
つ
い
て
、
永
蔵
寺
は
守
谷
の
西
林
寺

の
門
徒
寺
で
現
在
の
守
谷
市
高
野
に
開
山
説
が
有
力
で
す
。 

慶
安
二
年(1

6
4
9
)

八
月
付
、
徳
川
家
光
朱
印
状
に
、
薬
師

堂
領
と
し
て
朱
印
地
五
石
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
薬
師
堂
本
尊

の
薬
師
如
来
は
平
將
門
の
守
り
本
尊
と
い
わ
れ
古
い
も
の
。 

大
師
堂
由
緒
書
き
に
は
、 

第
45
番
安
永
四
年
観
覚
光
音
予
州
岩
屋
寺
ヨ
リ
移
安
ス 

第
34
番
安
永
四
年
観
覚
光
音
土
州
種
間
寺
ヨ
リ
移
安
ス 

と
あ
り
、
45
番
は
永
蔵
寺
、
34
番
は
薬
師
堂
で
す
が
、
霊

場
開
山
は
両
札
所
一
緒
な
の
で
既
に
同
居
済
で
す
。 

従
っ
て
、
薬
師
堂
が
あ
っ
た
当
地
へ
、
年
代
は
不
明
で
す

が
永
蔵
寺
が
移
転
し
て
来
た
説
が
自
然
と
思
わ
れ
ま
す
。 

明
治
の
頃
迄
戸
頭
近
隣
は
相
馬
郡
守
谷
郷
に
属
し
て
い
た

た
め
西
林
寺
末
が
多
い
龍
禅
寺
、
長
福
寺
、
西
光
寺
等
。 

移
し
寺
、
高
知
の
本
尾
山
種
間
寺
。 

ご
詠
歌
、
世
の
中
に
ま
け
る
五
穀
の 

 
 
 
 
 
 
 

 

深
き
如
来
の
大
悲
な
り
け
り 

 

守
谷
市
高
野
は
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
後
ろ
利
根
川
寄
り 

 

打
止 

第
四
十
五
番
、 

光
耀(

こ
う
よ
う)

山
等
覚
院
永
蔵
寺
跡(

え
い
ぞ
う
じ
、
廃
寺)

、

守
谷
の
西
林
寺
門
徒
天
台
宗
、
隠
居
寺
。 

ご
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
。
移
し
寺
、
愛
媛
の
海
岸
山
岩
屋
寺
。 

ご
詠
歌
、
大
聖
の 

祈
る
力
の 

げ
に
岩
屋 

 
 
 
 
 
 
 

 

石
の
中
に
も 

極
楽
ぞ
あ
る 

廃
寺
永
蔵
寺
は
、
守
谷
市
西
林
寺
の
隠
居
寺
で
あ
っ
た
が

現
在
は
龍
禅
寺
の
祈
願
所
と
な
っ
て
い
る
。 

 

西
林
寺
は
創
立
時
、
守
谷
の
高
野
に
あ
り
、
48
ヶ
寺
も
の

門
末
と
二
十
石
の
朱
印
地
を
有
し
た
大
寺
院
で
し
た
。 

天
慶
４
年(9

4
1
)

守
谷
の
高
野
に
西
林
寺
慈
念
僧
正
の
開

山
開
基
で
す
が
、
元
禄
４
年(1

6
9
1
)

に
現
在
地
に
移
転
し
て

い
ま
す
。
理
由
は
不
明
で
す
。 

応
和
年
中(9

6
1

～9
6
4
) )

の
創
建
と
云
う
説
も
あ
り
ま
す
。 

永
蔵
寺
は
檀
家
を
持
た
な
か
っ
た
為
に
明
治
初
め
の
神
仏

分
離
令
に
よ
り
、
衰
退
し
廃
寺
と
な
り
ま
し
た
。 

永
蔵
寺
の
住
職
の
葬
儀
に
は
連
絡
を
し
た
訳
で
も
な
い
の

に
、
取
手
近
隣
の
住
職
は
も
と
よ
り
上
野
の
寛
永
寺
の
住
職

ま
で
参
列
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

大
師
堂
の
由
緒
書
き
に
は
「
安
永
四
年
観
覚
光
音
予
州
岩

屋
寺
よ
り
移
安
す
。」
明
治
19
年
焼
失
の
為
再
建
と
あ
る
。 

明
治
５
年(1

8
7
2
)

、
学
制
が
発
布
さ
れ
明
治
７
年
１
月
、

永
蔵
寺
に
戸
頭
小
学
校
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
が
現
在
は
あ
り

ま
せ
ん
。
利
根
川
土
手
寄
り
に
戸
頭
神
社
が
あ
り
ま
す
が
、

神
社
近
隣
の
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ル
入
口
前
に
戸
頭
小
学
校
跡
の

案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
寺
門
前
の
道
は
、
戸
頭
神
社
を
経
て
利
根
川
の
七
里
ケ

渡
し
に
至
る
古
道
で
、
か
つ
て
は
宿
が
二
・
三
軒
あ
り
ま
し

た
。
戸
頭
宿
は
平
安
時
代
の
頃
か
ら
栄
え
て
い
た
と
思
わ
れ
、 

「
御
所
車
」
な
る
地
名
等
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。 

更
に
相
馬
御
厨(

み
く
り
や)

に
属
し
て
い
た
と
い
う
史
家

も
お
り
ま
す
。
享
保
19
年(1

7
3
4
)

の
地
蔵
菩
薩
石
像
な
ど
が

あ
る
。
銀
杏
の
大
樹
は
取
手
市
指
定
樹
木
第
１
号
で
す
。 

 

戸
頭
薬
師
堂
の
天
台
宗
紋 

三
諦
星
、
三
台
星(

さ
ん
た
い
せ
い)

宗
紋 

 

上
台
を
空
諦
、
下
台
の
仮
諦
、
中
台
の
中
諦
の
三
諦
円
融 

(

さ
ん
た
い
え
ん
ゆ
う)

「
三
つ
が
溶
け
合
う
」
と
い
い
ま
す
。 

三
台
星
は
、
天
帝
の
居
所
で
あ
る
紫
微
星(

し
び
せ
い)

の
直

下
に
あ
る
、
天
台
宗
の
総
本
山
で
あ
る
、
中
国
の
天
台
山
を

象
徴
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

天
台
宗
の
根
本
教
義
の
一
つ
。 

空
・
仮
・
中
の
三
つ
の
真
理
、
こ
の
世
の
事
物
は 

す
べ
て
実
体
で
は
な
い
と
す
る
空
諦
， 

す
べ
て
縁
起
に
よ
っ
て
生
じ
た
現
象
で
あ
る
と
す
る
仮
諦
，

す
べ
て
は
空
・
仮
を
超
え
た
絶
対
的
真
実
で
あ
る
と
す
る
中

諦
の
総
称
。 

三
諦
は
孤
立
し
て
成
立
す
る
の
で
は
な
く
，
同
時
に
一
つ

の
真
理
と
し
て
成
立
す
る
。 

菊
十
六
弁
と
三
台
星
を
図
案
と
し
て
い
る
「
菊
輪
宝
」
が

天
台
宗
の
宗
紋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
天
皇
家
の
紋

の
使
用
を
許
さ
れ
た
の
は
天
台
宗
だ
け
で
し
た
。 

比
叡
山
延
暦
寺
を
建
立
し
た
天
台
宗
の
開
祖
最
澄
は
、805

年
病
床
の
桓
武
天
皇
を
見
舞
っ
た
、
以
来
お
互
い
生
涯
親
交

が
続
き
、
菊
の
宗
紋
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

三
諦
章
紋
、
最
も
一
般
的
に
使
わ
れ
た
天
台
宗
紋
で
す
、

土
谷
津
の
圓
性
寺
に
も
あ
り
ま
す
。 

      

三諦星宗紋 

 

菊輪宝宗紋 
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日
本
の
伝
説
、
大
師
講
の
由
来 

 
 

柳
田
国
生 

 
伝
説
の
上
で
は
、
空
也
上
人
よ
り
も
な
お
弘
く
日
本
国
中

を
歩
き
廻
っ
て
、
も
っ
と
沢
山
の
清
い
泉
を
、
村
々
の
住
民

の
た
め
に
見
つ
け
て
や
っ
た
御
大
師
様
と
い
う
人
が
あ
り
ま

し
た
。 

大
抵
の
土
地
で
は
そ
の
御
大
師
様
を
、
高
野
の
弘
法
大
師

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
歴
史
の
弘
法
大
師
は
三

十
三
の
歳
に
、
支
那
で
仏
法
の
修
業
を
し
て
帰
っ
て
来
て
か 

ら
、
三
十
年
の
間
に
高
野
山
を
開
き
、
む
つ
か
し
い
多
く
の

書
物
を
残
し
、
ま
た
京
都
の
人
の
た
め
に
大
切
な
色
々
の
為

事
を
し
て
い
て
、
そ
う
遠
方
ま
で
旅
行
を
す
る
こ
と
の
出
来

な
か
っ
た
人
で
あ
り
ま
す
。 

こ
う
い
う
え
ら
い
方
だ
か
ら
、
亡
く
な
っ
た
と
見
せ
て
本

当
は
い
つ
ま
で
も
国
々
を
巡
っ
て
修
業
し
て
い
ら
れ
る
の
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
人
も
少
く
は
な
か
っ
た
の
で
、
こ
ん

な
伝
説
が
弘
く
行
わ
れ
た
の
で
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

高
野
の
大
師
堂
で
は
、
毎
年
四
月
二
十
一
日
の
御
衣
替
え

に
、
大
師
堂
の
御
像
の
衣
を
替
え
て
見
る
と
、
い
つ
も
そ
の

一
年
の
間
に
衣
の
裾
が
切
れ
、
泥
に
汚
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
が
今
で
も
人
に
知
ら
れ
ず
こ
っ
そ
り
と
、
こ
の
大
師
が

我
々
の
村
を
歩
い
て
お
ら
れ
る
証
拠
だ
な
ど
と
い
う
人
も
あ

り
ま
し
た
。 

 

と
に
か
く
に
伝
説
の
弘
法
大
師
は
、
ど
ん
な
田
舎
の
村
に

で
も
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
そ
の
記
念
と
し
て
残
っ
て
い
る

不
思
議
話
は
、
ど
れ
も
こ
れ
も
皆
似
て
い
ま
す
が
、
中
で
も

数
の
多
い
の
は
今
ま
で
水
の
な
か
っ
た
土
地
に
、
美
し
く
ま

た
豊
な
る
清
水
を
与
え
て
行
っ
た
と
い
う
話
で
あ
り
ま
し
た
。 

東
日
本
の
方
は
大
抵
は
弘
法
井
、
ま
た
は
弘
法
池
な
ど
と

い
い
、
九
州
で
は
た
だ
御
大
師
様
水
と
呼
ん
で
お
り
ま
す
。 

も
と
は
大
師
様
と
ば
か
り
い
っ
て
い
た
の
を
、
後
に
大
師

な
ら
ば
弘
法
大
師
で
あ
ろ
う
と
、
思
う
者
が
多
く
な
っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。 

あ
ん
ま
り
同
じ
よ
う
な
話
が
沢
山
あ
る
の
で
一
つ
だ
け
今

知
っ
て
い
る
話
だ
け
を
書
い
て
置
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
誰
か

に
聞
い
て
御
覧
な
さ
い
。
き
っ
と
近
く
に
こ
う
い
う
い
い
伝

え
が
あ
り
、
そ
の
話
に
は
い
つ
で
も
女
が
出
て
き
ま
す
。 

鳥
越
村
釜
清
水
と
い
う
部
落
な
ど
も
、
釜
池
と
い
う
清
水

が
村
名
に
な
る
程
、
今
で
は
有
名
な
池
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

元
は
水
が
す
く
な
く
て
、
わ
ざ
わ
ざ
手
取
川
ま
で
汲
み
に
行

っ
て
お
り
ま
し
た
。
土
地
の
旧
家
の
次
郎
左
衛
門
と
い
う
人

の
先
祖
の
婆
さ
ま
が
、
親
切
に
そ
の
水
を
大
師
に
進
め
た
お

礼
に
、
家
の
前
に
こ
の
池
を
こ
し
ら
え
て
下
さ
れ
た
の
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
今
で
は
池
の
岸
に
は
大
師
堂
を
建
て
、

水
の
恩
を
感
謝
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

 
普
通
は
飲
み
水
の
十
分
に
得
ら
れ
な
い
よ
う
な
土
地
に
、

こ
う
い
う
昔
話
が
数
多
く
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

人
が
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
喜
び
の
心
を
、
起
さ
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。 

良
い
姥
、
悪
い
姥
の
話
は
、
ま
る
で
花
咲
爺
、
ま
た
は
舌

切
り
雀
な
ど
と
同
じ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

 

布
施
弁
天
の
大
師
伝
説 

昔
々
、
ま
だ
布
施
弁
天
の
あ
た
り
一
帯
は
大
き
な
沼
地
で

し
た
。
あ
る
日
、
大
雨
が
降
る
中
、
雷
と
と
も
に
赤
い
龍
が

現
れ
、
手
に
持
っ
た
土
の
塊
で
島
を
作
り
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
村
人
の
間
で
、
夜
に
な
る
と
そ

の
山
の
東
側
が
怪
し
く
光
る
と
噂
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
る
夜
、
村
人
の
夢
に
天
女
が
現
れ
「
私
は
、
但
馬
国
朝

来
郡(

あ
さ
ご
ご
お
り)

筒
江
郷(

つ
つ
え
ご
う)

現
兵
庫
県
和
田

山
町 

か
ら
来
ま
し
た
。
私
を
探
し
て
お
祀
り
し
な
さ
い
」

と
告
げ
ま
し
た
。 

夢
か
ら
覚
め
た
村
人
が
島
に
行
き
、
お
そ
る
お
そ
る
光
を

た
ど
っ
て
い
く
と
岩
谷
の
中
に
三
寸
ほ
ど
の
木
彫
り
の
弁
天

像
が
あ
っ
た
の
で
す
。
村
人
は
そ
れ
を
大
事
に
抱
え
、
茅
葺

の
小
さ
な
祠
を
建
て
て
、
弁
天
像
を
祀
り
ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
た
っ
て
、
弘
法
大
師
が
そ
の
話
を
聞
き
、
お
寄

り
に
な
っ
た
際
に
そ
の
弁
天
像
を
見
た
と
こ
ろ
「
こ
れ
は
間

違
い
な
く
私
が
、
但
馬
国
で
願
い
を
か
け
て
彫
っ
た
弁
財
天

で
あ
る
」
と
大
変
驚
か
れ
ま
し
た
。 

そ
し
て
弘
法
大
師
は
、
此
処
に
お
寺
を
建
て
紅
龍
山(

こ
う

り
ゅ
う
ざ
ん)

と
名
付
け
、
村
の
名
前
に
は
天
女
の
ご
利
益
に

あ
や
か
り
「
布
施
」
と
い
う
名
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。 

弘
法
大
師
か
ら
こ
の
話
を
お
聞
き
に
な
っ
た
嵯
峨
天
皇
は

と
て
も
感
動
し
、
お
寺
に
田
畑
を
与
え
、
幾
つ
か
の
建
物
を

建
て
て
、
こ
の
寺
を
天
皇
家
の
祈
り
を
捧
げ
る
勅
願
所(

ち
ょ

く
が
ん
し
ょ)

に
定
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

相
馬
霊
場
の
伝
説
に
は
弘
法
大
師
が
残
し
て
い
っ
た
物
件

は
少
な
い
の
で
す
が
布
施
弁
天
と
亀
甲
山
に
、
此
の
伝
承
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

北
陸
や
関
東
以
北
に
残
る
弘
法
大
師
の
偉
業
は
、
残
念
で

す
が
柳
田
国
生
の
お
言
葉
通
り
で
、
大
師
伝
説
で
あ
り
弘
法

大
師
は
来
ら
れ
て
い
な
い
と
結
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 

空
海
二
十
歳
か
ら
二
十
数
年
間
の
空
白
時
代
は
、
山
岳
修

行
で
四
国
内
に
伝
説
を
残
し
て
い
ま
す
が
、
謎
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

な
お
、
地
名
の
布
施
は
、
行
基
説
話
の
「
お
布
施
」
が
由

来
元
で
あ
る
事
「
行
基
の
布
施
屋
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 
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「須賀本願寺から青柳本願寺へ」年表  新四国相馬霊場八十八ヶ所を巡る会 2015/03/22 布施コース資料 

和暦 (西暦) 
須賀本願寺説、光明山伝教院本願寺、 

法然開祖による京都知恩院の末寺でした。 
既存説、追加説明 

明徳４年

(1393) 

千葉氏胤の子「聖聡(しょうそう、了誉聖冏の弟

子)」により江府増上寺を開山 

江府(えふ)＝江戸の異名。 

 

応永３年

(1396) 

了誉聖冏(りょうよしょうげい)は、布施に訪れ、

三輪台という所から、土谷津の丘陵地に須賀本

願寺の開山を決意する。 

聖冏により、井野青柳に光明山本願寺開山。 

(取手市史茨城県史共)この時代の青柳は泥地で

寺院を建てられるような状況ではない。 

応永 21 年

(1414) 

大鹿山弘経寺嘆誉良肇(たんよりょうちょう) 開山、浄土宗鎮西派、知恩院直末、 

芝増上寺触下。下総結城と飯沼と三弘経寺の一宇で徳川家葵紋を寺紋としている。 

応永 22 年

(1415) 

浄土宗第七祖了誉聖冏(三日月上人)、小石川に無量山伝通院寿経寺を開創。 

後に、徳川家康の母「於大の方」と「了誉聖冏」の墓所、徳川家の菩提寺となる。 

永禄３年

(1560) 

桶狭間の戦、織田信長の天下、天正 10 年

(1582) 本能寺の変、 

須賀神社、天正年間(1573～1592)宿連寺に創建 

慶長元年

(1596) 

本多作左衛門重次没、本願寺境内の外、井野の

台地「御墓山」に埋葬、現陵墓。 

誤伝、「寛政譜」では本多重次を存在しない本

願寺に埋葬とある。 

慶長５年 関が原の戦 (1600)  

慶長７年

(1602) 

家康の生母「於大(おだい)の方死去。翌年、法名「伝通院殿」を院号とし無量山傳通院寿経寺を

現在地に移転した。芝増上寺や上野寛永寺とともに「江戸の三霊山」と呼ばれる。 

寛永３年

(1626) 

11 世拾蓮社萬誉和尚により、須賀本願寺は青

柳に引越したと思われる。 

柏市史資料編富勢村史 152 雑頁 

同行者に檀家成島家が井野に移住された、と飯

田氏より拝聴した。 

嘉永 3 年(1850)と記述の間違えがあります。 

寛永９年

(1632) 

「江戸幕府寺院本末帳集成」が４～５年かけて完成、「飯沼弘経寺」と「下総須賀本願寺」の記

載はあるが、青柳本願寺の記載は無い。 

寛永 11 年

(1634) 

伊奈地検「青柳本願寺」の領有記録。 本多重次没後 30 年を経過した寛永３年に青柳

に本願寺が移され改装建立となりました。 

明暦元年

(1655) 

新願寺を改め、浄土宗鎮西派青柳本願寺末「本

泉寺」を開山。 

15 世閑誉拾萬上人和尚。 

現在の取手市吉田の本泉寺。 

元禄 14 年

(1701) 

本多家一族 17 名が「断絶回向」のお詫び、18

世真誉上人大和尚応対。 

 

柏市富勢村史 

（富勢村は、 

明治 22 年～ 

昭和 29 年迄 

消滅） 

字本願寺：土谷地方二当リテ久寺家卜ノ間二字本願寺ト言フアリ。口碑ニヨレバ、古本願寺ア

リ。其ノ跡ハ今ノ本願寺山（飯田豊次氏ノ所有）ナラン。此ノ辺モト塚ナド多ク、石片ナド数多

アリシガ、今土字ナドニナレバ、殆形ナクナリ、源兵衛氏前坂ノ中段二井アリ。 

盛夏トイヘドモ水涸レズ。伝ヘテ本願寺ノ上人井卜（上人名ハ了誉ト言フ、七里渡参照）。 

此ノ寺後北相馬郡青柳（今井野村ニアリ）ニ移レリ。 

2015 年３月 

聞き取り話 

本願寺山の一部所有者飯田氏の話し 

本願寺境内に「上人井戸」(しょうのいど)が、マンションの駐車場に近年まであり使われていた、

が埋められてしまったそうです、井戸の縁には沢山の板碑が並んでいたが、一部が南龍寺などに

保管されている。本願寺沼の一部も残っていたが、現在は残土の山と化している。 
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相馬霊場巡り布施コース、我孫子駅～布施弁天 新大利根橋迄徒歩行程 7.5km+戸頭駅 3.8km 

① 東武バス 布施弁天始発： 11:30発柏駅西口行、朝昼夕の３本運行。 

② 東武バス 富勢公民館発： 12:27柏駅西口行、本／２～３時間。 

③ 坂東交通バス あけぼの山公園入口発： ４本／時間、我孫子駅北口行。弁天から徒歩 20 分 

④ 我孫子市営あびバス 富勢東小発： 11:09 我孫子駅行、土谷津まで運行しています、本／２～３時間。 


